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は　

じ　

め　

に

『
長
野
県
歴
史
人
物
大
事
典（
１
）』
に
、
勧
農
社
の
実
業
教
師
で
あ
っ
た
真
鍋
猪
之
吉
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　

信
州
リ
ン
ゴ
の
開
発
者
。
一
八
七
一
（
明
治
四
）
〜
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）。
福
岡
県
筑

紫
郡
に
生
ま
れ
る
。
農
聖
と
い
わ
れ
た
林
遠
里
の
門
人
で
農
牧
を
研
究
。
一
八
九
四
年
（
明

治
二
七
）
に
長
野
県
に
来
任
し
た
。
北
安
曇
郡
農
事
巡
回
教
師
か
ら
下
水
内
、
下
伊
那
、
上

水
内
の
各
郡
の
農
業
技
師
と
な
り
、
一
九
〇
九
年
（
明
治
四
二
）
退
職
し
た
。
上
水
内
郡
の

紀
浦
次
郎
、
西
筑
摩
郡
（
現
木
曽
郡
）
山
口
村
村
長
宮
下
虎
三
と
協
力
し
て
、
長
野
市
上
松

の
赤
蔵
久
保
の
山
林
を
開
拓
、
リ
ン
ゴ
を
栽
培
し
た
。
そ
し
て
青
森
や
北
海
道
を
視
察
し
て
、
長
野
に
適
し
た
リ
ン
ゴ
の
育
成
に
努
め

た
。
二
七
年
（
昭
和
二
）
に
は
、県
下
一
の
大
果
樹
園
で
あ
る
長
野
市
上
松
和
合
果
樹
園
の
園
主
と
な
り
、約
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
、紅
玉
、

倭
錦
、
国
光
、
祝
な
ど
を
栽
培
し
た
。
上
松
区
民
と
同
業
者
が
三
三
年
に
和
合
林
に
建
立
し
た
頌
徳
碑
が
あ
る
。

　

そ
の
「
頌
徳
碑
」
の
碑
文
を
以
下
に
採
録
し
て
お
こ
う
。

真
鍋
猪
之
吉
翁
ハ
、
父
茂
三
郎
母
い
そ
ノ
長
男
ト
シ
テ
、
明
治
四
年
十
二
月
十
日
福
岡
県
筑

紫
郡
南
畑
村
ニ
生
ル
、
少
ニ
シ
テ
志
ヲ
立
テ
農
聖
林
遠
里
先
生
ノ
門
ニ
入
リ
テ
農
牧
ヲ
研
究

シ
、
明
治
廿
七
年
八
月
初
メ
テ
本
県
ニ
聘
セ
ラ
レ
北
安
曇
郡
農
事
巡
回
教
師
ト
ナ
リ
、
同
丗

三
年
下
水
内
郡
ニ
転
シ
、
後
更
ニ
下
伊
那
・
上
水
内
両
郡
ニ
転
任
シ
、
到
ル
処
専
心
指
導
ニ

写真１　真鍋猪之吉写真２　上松にある「頌徳碑」

（
一
〇
〇
五
）



長
野
県
に
お
け
る
勧
農
社
実
業
教
師
真
鍋
猪
之
吉
の
活
動
（
西
村　

卓
）

三　

努
メ
名
声
ア
リ
、
特
ニ
有
畜
農
業
ニ
寄
与
ス
ル
所
尠
カ
ラ
ス
、
四
十
二
年
七
月
職
ヲ
辞
ス
ル
ヤ
、
当
時
ノ
上
水
内
郡
長
紀
浦
次
郎
氏
竝
ニ

模
範
村
長
西
筑
摩
郡
山
口
村
宮
下
虎
三
翁
ト
協
力
シ
テ
、
長
野
市
上
松
地
籍
ニ
和
合
果
樹
園
ヲ
創
設
シ
、
爾
来
廿
有
余
年
孜
々
ト
シ
テ
其

ノ
経
営
ニ
任
シ
、
就
中
苹
果
ノ
栽
培
ニ
心
ヲ
傾
ケ
、
屡
青
森
県
・
北
海
道
等
ヲ
視
察
シ
テ
、
斯
業
ノ
改
良
進
歩
ヲ
図
リ
、
傍
ラ
附
近
後
進

同
業
者
ノ
誘
掖
啓
発
ヲ
懈
ラ
ス
、
今
ヤ
信
州
林
檎
ノ
声
価
天
下
ニ
高
キ
モ
ノ
、
蓋
シ
翁
畢
生
努
力
ノ
賜
ナ
リ
ト
謂
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス

翁
昭
和
七
年
十
月
廿
六
日
病
ミ
テ
没
ス
、
享
年
六
十
二
、
上
松
区
民
及
同
業
者
相
謀
リ
碑
ヲ
建
テ
テ
、
翁
ノ
遺
徳
ヲ
後
世
ニ
伝
ヘ
ム
ト
シ

文
ヲ
余
ニ
徴
ス
、
仍
テ
其
ノ
梗
概
ヲ
記
ス
ト
云
爾

　
　
　

昭
和
八
年
八
月

長
野
市
長　

丸
山
弁
三
郎　

題
額
撰
文
竝
書　
　
　

　

以
上
の
記
述
か
ら
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
に
長
野
県
北
安
曇
郡
に
初
め
て
招
聘
さ
れ
て
以
降
の
真
鍋
猪
之
吉
の
県
下
で
の
事
蹟

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
が
、
当
初
、
彼
が
福
岡
県
か
ら
長
野
県
に
勧
農
社
の
実
業
教
師
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
遠
里
農
法

の
普
及
者
と
し
て
活
動
し
、
勧
農
社
の
衰
退
後
も
彼
は
帰
福
せ
ず
に
、
地
元
に
残
り
、
苹
果
（
リ
ン
ゴ
）
の
栽
培
と
開
発
に
努
力
し
、「
信

州
リ
ン
ゴ
の
開
発
者
」
と
評
さ
れ
る
ま
で
に
な
る
。

　

勧
農
社
の
実
業
教
師
た
ち
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
拙
著（

２
）に
お
い
て
、
栃
木
県
で
活
動
し
た
谷
茂
三
、
島
根
県
鹿
足
郡
に
派
遣
さ
れ
た
の

ち
、
地
元
の
名
望
家
で
あ
る
堀
家
に
雇
用
さ
れ
、
地
元
に
定
着
し
た
高
田
万
太
郎
、
そ
の
他
、『
福
岡
県
史　

近
代
資
料
編
』「
林
遠
里
・

勧
農
社（

３
）」
の
口
絵
で
紹
介
し
た
、三
島
（
高
地
）
シ
カ
（
石
川
県
派
遣
）、松
隈
仙
蔵
（
鳥
取
県
派
遣
）、谷
勘
吉
（
宮
城
県
派
遣
）、柴
田
善
七
（
石

川
県
派
遣
）、
品
川
保
右
衛
門
（
長
野
県
派
遣
）
な
ど
、
濃
淡
は
あ
る
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動
の
事
蹟
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
派

遣
先
に
お
い
て
そ
の
地
域
に
お
け
る
特
産
で
あ
る
農
産
物
（
リ
ン
ゴ
）
の
開
発
に
そ
の
生
涯
を
か
け
た
真
鍋
の
よ
う
な
人
物
に
は
、
い
ま

だ
出
会
っ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

（
一
〇
〇
四
）
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四

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
ま
ず
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
に
、
真
鍋
が
弱
冠
二
三
歳
ほ
ど
の
若
さ
で
、
長
野
県
北
安
曇
郡
に
郡
雇
の
実
業
教
師

と
し
て
派
遣
さ
れ
た
の
ち
の
活
動
を
、
で
き
る
限
り
資
料
に
忠
実
に
復
元
し
た
い
と
思
う
。
明
治
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
前
半
に
か
け

て
の
時
期
は
、
勧
農
社
が
衰
退
し
て
い
く
一
方
、
県
下
で
の
農
事
指
導
体
制
が
県
立
農
事
試
験
場
や
系
統
農
会
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
く
。
そ
う

い
っ
た
時
代
状
況
の
な
か
で
、
自
ら
の
処
し
方
を
迫
ら
れ
た
真
鍋
は
長
野
県
に
と
ど
ま
り
、
長
野
県
農
業
の
発
展
の
た
め
に
献
身
す
る
こ
と
を

決
意
す
る
。
な
ぜ
彼
は
そ
う
決
意
し
た
の
か
、「
日
記
」
な
ど
そ
の
詳
細
を
知
る
資
料
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
う
い
っ
た
時
代
状
況

の
な
か
で
の
彼
の
活
動
を
復
元
す
る
こ
と
で
、
そ
の
一
端
を
探
り
出
し
た
い
と
思
う
。
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一
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活
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第
一
節　

真
鍋
聘
用
以
前

　

長
野
県
で
は
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
か
ら
勧
農
施
策
の
一
つ
と
し
て
稲
作
改
良
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
、
当
時
全
国
的
に
巡

回
・
派
遣
活
動
を
し
て
い
た
林
遠
里
・
勧
農
社
の
稲
作
改
良
法
の
導
入
を
決
定
す
る
。
そ
の
た
め
に
、
県
庁
の
直
属
雇
と
し
て
勧
農
社
実

業
教
師
原
田
勝
三
郎
を
聘
用
し
、
県
農
商
係
員
清
水
三
男
熊
を
専
任
担
当
者
と
し
て
、
県
下
各
郡
（
当
初
は
小
県
、
更
級
、
埴
科
、
上
高
井
、

上
水
内
郡
と
い
っ
た
北
信
地
方
が
中
心
で
あ
っ
た
）
に
試
験
田
を
設
置
し
、
そ
れ
を
原
田
が
監
督
指
導
す
る
と
い
う
形
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で

あ
る（

４
）。

　

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
に
入
り
、
新
た
に
試
験
田
の
設
置
と
そ
の
担
当
を
願
う
農
民
が
数
百
名
に
達
し
た
が
、
原
田
一
人
で
の
指

導
監
督
の
困
難
が
予
想
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
前
記
五
郡
に
南
佐
久
、
北
佐
久
、
東
筑
摩
、
下
高
井
各
郡
を
加
え
、
前
年
か
ら
の
試
作
人
と

合
わ
せ
て
一
四
〇
名
を
試
験
田
担
当
試
作
人
と
決
定
し
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
に
は
、
試
験
田
の
箇
所
は
さ
ら
に
増
加
し
、
原
田
一
人
で
の
指
導
監
督
は
困
難
を
極
め
、
改
良
法
の
試
作

（
一
〇
〇
三
）
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卓
）

五　

自
体
か
な
り
の
粗
漏
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。
県
当
局
も
県
庁
直
属
雇
と
い
う
形
で
の
全
県
を
網
羅
し
た
改
良
法
導
入
の
困
難
さ
は
認
識

し
て
い
た
よ
う
で
（
同
年
は
改
良
法
導
入
の
当
初
計
画
の
最
終
年
に
当
た
っ
て
い
た
）、
各
郡
雇
で
の
聘
用
を
奨
励
し
た
こ
と
も
あ
り
、
各
郡
で

は
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
の
勧
業
費
目
で
も
っ
て
勧
農
社
実
業
教
師
の
聘
用
を
決
定
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
の
さ
き
が
け
と
な
っ
た
の
が

北
安
曇
郡
で
あ
り
、「
明
治
廿
八
年
よ
り
米
作
改
良
法
を
実
施
す
る
の
目
的
を
以
て
、
其
準
備
と
し
て
本
年
稲
田
出
穂
の
時
期
よ
り
改
良

教
手
を
聘
雇（

５
）」
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
前
年
の
一
二
月
の
郡
会
通
常
会
に
お
い
て
、
勧
業
費
の
な
か
に
米
作
改
良
費
を
盛
り
込
む
こ

と
を
決
定
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
勧
業
費
二
八
〇
円
九
七
銭
中
二
〇
一
円
六
〇
銭
が
稲
作
改
良
費
で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
俸
給

一
二
〇
円
（
月
俸
一
二
円
）、
旅
費
八
〇
円
、
通
信
費
一
円
六
〇
銭
と
な
っ
て
お
り
、
勧
業
費
の
ほ
と
ん
ど
が
稲
作
改
良
費
、
そ
れ
も
実
業

教
師
聘
用
費
に
当
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る（

６
）。

 

第
二
節　

北
安
曇
郡
で
の
真
鍋
の
聘
用

　
『
信
濃
殖
産
協
会
雑
誌（

７
）』
は
、
真
鍋
の
着
任
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　

 

○
米
作
改
良
教
手　

本
県
庁
直
轄
米
作
改
良
試
験
の
好
成
績
あ
り
た
る
こ
と
は
、
本
誌
の
屡
ば
報
道
せ
し
と
こ
ろ
な
る
が
、
北
安
曇
郡

及
び
南
安
曇
郡
の
両
郡
に
於
て
は
、
本
県
の
試
験
実
施
方
法
に
倣
ひ
、
郡
の
事
業
と
し
て
之
を
実
施
す
る
こ
と
ゝ
な
り
、
其
の
教
手
は

本
県
の
紹
介
に
よ
り
、
福
岡
県
の
有
名
な
る
老
農
林
遠
里
翁
の
門
人
を
招
聘
す
る
こ
と
に
決
し
、
北
安
曇
郡
へ
は
真
鍋
猪
之
吉
氏
去
る

八
月
一
日
、
南
安
曇
郡
へ
は
高
田
惣
五
郎
氏
九
月
一
日
孰
れ
も
着
任
せ
り

　

北
安
曇
郡
へ
の
真
鍋
の
着
任
は
八
月
一
日
、
南
安
曇
郡
へ
の
高
田
の
着
任
は
九
月
一
日
と
報
じ
て
い
る
。

　

着
任
後
、
真
鍋
は
県
の
改
良
法
伝
習
方
法
に
倣
い
、
郡
下
各
地
で
の
遠
里
稲
作
改
良
法
の
伝
習
、
試
作
地
の
設
置
・
指
導
に
着
手
し
た

（
一
〇
〇
二
）
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の
で
あ
る
。『
信
濃
殖
産
協
会
雑
誌（
８
）』
に
そ
の
概
況
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
長
文
に
な
る
が
引
用
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　

北
安
曇
郡
改
良
米
麦
作
及
馬
耕
伝
習
の
概
況

　

 

同
郡
に
於
て
は
郡
会
の
議
決
を
経
て
、
昨
二
十
七
年
八
月
県
庁
の
紹
介
を
以
て
福
岡
県
勧
農
社
長
林
遠
里
氏
の
門
人
米
麦
作
改
良
教
師

真
鍋
猪
之
吉
氏
を
聘
し
、
爾
来
米
作
に
就
て
は
撰
種
の
時
期
よ
り
同
氏
の
方
法
に
拠
て
種
子
を
精
撰
し
、
冬
中
土
中
囲
と
な
し
、
本
春

発
芽
の
期
を
待
て
播
種
せ
し
も
、
麦
作
に
就
て
は
同
氏
来
郡
の
当
時
撰
種
の
時
期
已
に
後
れ
し
よ
り
、
無
已
在
来
作
の
種
子
を
以
て
同

氏
の
耕
種
法
に
依
り
種
植
し
た
り
、
目
下
其
発
育
の
概
況
并
に
同
氏
に
就
て
馬
耕
伝
習
者
の
状
況
等
左
の
如
し

　
　
　
　
　

大
麦
耕
種
の
概
況

　

 

本
郡
は
元
来
気
候
寒
冷
の
為
め
田
の
作
付
は
総
て
一
毛
作
と
な
し
、
麦
作
を
な
す
は
僅
か
に
池
田
町
・
会
染
・
七
貴
・
陸
郷
等
数
村
の

内
或
る
一
小
部
分
に
過
ぎ
ざ
る
を
以
て
、
本
年
に
在
て
は
先
以
て
右
四
ケ
村
に
改
良
麦
作
を
試
植
せ
し
に
、
其
状
況
在
来
作
に
比
し
総

て
株
張
成
育
共
に
佳
良
に
し
て
、
一
株
に
付
二
十
本
乃
至
三
十
本
に
分
蘖
し
、
抽
穂
整
一
に
し
て
成
熟
も
凡
そ
一
週
日
許
り
早
け
れ
ば
、

在
来
作
の
遠
く
及
ば
ざ
る
こ
と
知
る
べ
き
な
り
、
右
四
ケ
所
の
内
、
池
田
町
村
は
在
来
作
の
比
較
田
も
其
耕
耘
法
改
良
作
に
準
じ
た
る

を
以
て
著
し
き
差
違
な
き
も
、
会
染
・
七
貴
の
両
村
は
在
来
作
に
比
し
四
五
割
の
増
収
は
必
す
べ
く
、
陸
郷
村
に
至
て
は
、
試
験
田
の

土
壌
瘠
悪
従
来
の
麦
の
生
育
せ
し
こ
と
な
し
と
て
、
一
毛
作
の
外
顧
み
ざ
る
地
所
な
り
し
を
以
て
幾
分
前
者
に
劣
る
と
雖
ど
も
、
在
来

作
の
比
較
田
と
は
実
に
霄
壌
啻
な
ら
ず
、
其
収
穫
に
至
て
は
五
倍
以
上
の
増
収
を
見
る
べ
き
は
、
今
よ
り
信
じ
て
疑
は
ざ
る
処
な
り
、

此
地
陸
郷
村
に
於
け
る
畑
作
の
分
は
、
田
作
の
如
き
差
な
し
と
雖
も
、
是
亦
二
三
割
の
増
収
は
あ
る
べ
し
と
認
む
、
其
試
作
人
の
住
所

氏
名
左
の
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
町
村　
　

薄
井
貞
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
染
村 

那
須　

浅
太

（
一
〇
〇
一
）



長
野
県
に
お
け
る
勧
農
社
実
業
教
師
真
鍋
猪
之
吉
の
活
動
（
西
村　

卓
）

七　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
貴
村 

矢
口　

時
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸
郷
村 

遠
藤
千
代
司

　

 

大
麦
試
作
の
概
況
右
の
如
く
な
る
を
以
て
、
左
の
方
法
に
依
り
改
良
を
施
さ
ば
、
大
町
以
南
の
地
は
充
分
二
毛
作
田
と
な
し
得
る
の
見

込
あ
り
、
尚
ほ
平
村
以
北
の
地
と
雖
ど
も
今
秋
に
至
り
試
植
す
る
は
最
も
必
要
た
る
べ
し

　
　
　
　
　

種
類
の
改
良

　
　

 

本
県
下
中
本
郡
の
如
き
は
最
も
寒
地
な
る
に
拘
は
ら
ず
、
従
来
麦
作
は
最
も
晩
種
と
称
す
べ
き
大
麦
・
小
麦
の
み
を
種
植
す
る
が
故

に
、
稲
作
付
の
時
期
に
至
り
差
支
を
生
ず
る
こ
と
あ
り
と
雖
ど
も
、
是
れ
を
早
熟
す
る
裸
麦
と
な
す
と
き
は
、
亳
も
斯
る
支
障
な
き

に
至
る
べ
し

　
　
　
　
　

馬
耕
の
施
用

　
　

 

馬
耕
に
て
畝
犁
と
な
す
と
き
は
、
土
地
を
深
耕
し
、
土
塊
を
細
末
と
し
、
光
線
を
射
入
し
、
土
壌
を
乾
燥
せ
し
む
る
が
故
に
、
積
雪

の
融
解
を
速
や
か
に
し
、
従
て
成
育
を
迅
速
な
ら
し
む
る
の
効
あ
り

　
　
　
　
　

施
肥
法
の
改
良

　
　

 

積
肥
・
焼
肥
を
製
造
し
、
播
種
の
際
充
分
床
肥
を
施
し
、
加
ふ
る
に
寒
中
に
於
て
施
肥
し
、
春
季
に
至
て
は
登
熟
を
主
と
し
、
従
来

の
如
く
春
肥
を
な
さ
ゞ
る
と
き
は
、
自
然
早
熟
す
る
に
至
る
べ
し

　
　
　
　
　

苗
代
の
概
況

　
　

 

苗
代
仕
立
方
は
水
陸
二
様
と
し
、
左
の
町
村
区
分
設
備
し
も
、
本
年
は
稀
な
る
旱
魃
な
り
し
が
た
め
、
陸
苗
代
は
概
し
て
灌
水
に
不

足
を
告
げ
、
且
つ
本
年
は
試
作
の
初
年
な
る
を
以
て
、
教
手
に
於
て
屡
々
注
意
を
促
し
た
る
に
も
拘
は
ら
ず
、
雀
・
雞
・
鼠
・
け
ら

等
の
被
害
を
受
け
た
る
も
の
も
あ
り
て
思
は
し
か
ら
ず
、
間
々
成
育
佳
良
な
る
も
の
あ
り
と
雖
ど
も
、
水
田
苗
代
に
比
し
発
育
稍
々

劣
り
た
り
、
水
田
苗
代
は
一
般
に
在
来
作
に
比
し
成
育
佳
良
苗
質
強
健
に
し
て
、
現
今
既
に
二
三
本
に
分
蘖
せ
し
も
の
あ
り
、
尤
も

（
一
〇
〇
〇
）



第
五
七
巻  

第
四
号

八

在
来
法
の
慣
習
と
な
り
た
る
為
め
、
水
の
灌
排
其
宜
し
き
を
得
ざ
る
ケ
所
の
如
き
は
、
幾
分
孱
弱
を
免
れ
ざ
る
も
の
、
今
後
の
注
意

を
怠
ら
ざ
れ
ば
、
挿
秧
期
迄
に
は
回
復
す
る
の
見
込
あ
り
、
各
町
村
試
作
人
並
に
種
別
左
の
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　
　

町 

平
林
彦
一
郎　
　
　
　

水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

社　
　

村 

鈴
木
慶
太
郎　
　
　
　

陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同 

高
橋
平
兵
衛　
　
　
　

水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
川
村 

平
林　

弥
門　
　
　
　

水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
盤
村 

岸
川　

平
一　
　
　
　

水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田
町
村 

薄
井
貞
一
郎　
　
　
　

水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
染
村 

那
須　

浅
太　
　
　
　

水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
貴
村 

矢
口　

時
司　
　
　
　

陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陸
郷
村 

遠
藤
千
代
司　
　
　
　

陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
坂
村 

北
澤
庄
三
郎　
　
　
　

水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

神
城
村 

茨
木
佐
五
衛　
　
　
　

陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
城
村 
横
澤
富
三
郎　
　
　
　

陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
小
谷
村 
相
澤
佐
太
郎　
　
　
　

陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
小
谷
村 

奥
村　

常
吉　
　
　
　

水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
土
村 

田
原　

順
衛　
　
　
　

水

　
　

 （
右
の
内
、
常
盤
村
は
播
種
以
前
種
子
に
腐
蝕
の
徴
候
あ
り
た
る
が
為
め
発
生
不
良
、
殊
に
水
の
灌
排
其
当
を
得
ざ
る
よ
り
成
育
の

見
込
な
し
）

（
九
九
九
）



長
野
県
に
お
け
る
勧
農
社
実
業
教
師
真
鍋
猪
之
吉
の
活
動
（
西
村　

卓
）

九　

　

右
の
外
、
有
志
に
し
て
試
作
す
る
者
左
の
如
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
染
村 

山
本　

繁
松　
　
　
　

陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同 

遠
藤
才
次
郎　
　
　
　

陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同 

勝
家　

太
十　
　
　
　

陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
坂
村 

佐
藤　
　

茂　
　
　
　

陸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
土
村 

斎
藤
安
太
郎
外
一
名　

水

　
　
　
　
　

馬
耕
伝
習
者
の
概
況

　

 

本
郡
は
池
田
町
以
南
の
一
地
方
を
除
く
の
外
は
、
概
し
て
俗
に
苅
敷
と
称
へ
て
、
樹
木
の
枝
梢
を
以
て
肥
料
と
為
す
の
仕
来
あ
り
、
其

枝
梢
の
大
な
る
は
径
一
寸
以
上
長
六
尺
有
余
に
し
て
、
之
を
幾
個
と
な
く
水
田
に
埋
め
置
き
、
以
て
其
養
分
を
取
る
を
常
と
す
る
が
故

に
、
先
つ
肥
料
の
改
良
を
施
す
に
非
ざ
れ
ば
馬
耕
の
普
及
は
望
む
へ
か
ら
す
と
し
、
昨
年
秋
期
僅
か
に
会
染
村
・
池
田
町
村
・
七
貴
村
・

陸
郷
村
の
一
部
に
実
施
せ
し
に
止
り
し
が
、
本
期
に
は
試
み
に
苅
敷
の
最
も
大
な
る
も
の
を
試
用
せ
る
大
町
に
於
て
之
を
実
施
せ
し

に
、
存
外
充
分
施
行
し
得
た
る
を
以
て
、
社
・
北
城
等
に
順
次
施
行
し
、
益
々
其
効
を
顕
は
せ
し
に
よ
り
、
伝
習
者
漸
次
増
加
し
現
今

七
十
有
余
名
に
達
し
、
尚
ほ
陸
続
伝
習
の
申
込
あ
り
、
併
し
苗
代
の
監
督
多
忙
の
時
期
に
際
し
た
る
を
以
て
、
未
た
普
及
す
る
に
至
ら

す
と
雖
と
も
、
今
秋
期
に
至
り
普
く
拡
張
す
る
に
於
て
は
、
忽
ち
数
百
人
を
得
る
の
見
込
あ
り
、
現
在
独
立
し
て
馬
耕
し
得
る
に
至
り

た
る
伝
習
者
は
左
の
如
し

　
　

付
言　

馬
耕
に
拠
て
得
る
処
の
利
益
は
概
ね
左
の
如
し

　
　

第
一　

畝
犁
に
て
深
耕
し
、
田
土
を
改
良
す
る
の
益
あ
り

　
　

第
二　

土
塊
を
細
末
と
な
し
、
土
壌
を
交
換
し
光
線
を
射
入
し
、
土
地
乾
燥
す
る
の
益
あ
り

　
　

第
三　

人
力
省
く
の
益
あ
り

（
九
九
八
）



第
五
七
巻  

第
四
号

一
〇

　
　
　
　
　

大　
　

町

　
　

平
林　

彦
一
郎　
　
　

平
林　

末
次
郎

　
　
　
　
　

社　
　

村

　
　

一
志　

伊
太
郎　
　
　

遠
藤　
　

皆
吉　
　
　

小
野　
　

代
吉

　
　

神
方　
　

金
作　
　
　

塚
田　

折
次
郎　
　
　

矢
口
二
佐
太
郎

　
　

矢
口　

千
代
松　
　
　

牛
越
佐
次
兵
衛　
　
　

平
林　
　

直
蔵

　
　

北
條　
　

吉
弥　
　
　

鈴
木　
　

峯
松　
　
　

横
澤　
　

登
市

　
　

横
澤　

安
太
郎　
　
　

横
川　
　

甚
八　
　
　

東
山　
　

銀
十

　
　

横
澤　

喜
忠
次　
　
　

横
澤　

徳
太
郎　
　
　

鈴
木　

慶
太
郎

　
　

吉
澤　
　

多
市　
　
　

中
村　
　

源
作　
　
　

牛
澤　

吉
太
郎

　
　
　
　
　

池
田
町
村

　
　

薄
井　

貞
一
郎　
　
　

薄
井　

太
善
次　
　
　

薄
井　
　

本
一

　
　

太
田　

次
郎
平　
　
　

太
田　
　

常
弥　
　
　

密
澤　
　

貫
治

　
　

大
澤　

徳
太
郎　
　
　

村
上　
　

朝
弥　
　
　

大
澤　

次
三
郎

　
　
　
　
　

会
染
村

　
　

山
本　
　

繁
松　
　
　

遠
藤　

才
次
郎　
　
　

勝
家　
　

太
十

　
　

小
林　

百
合
蔵　
　
　

和
澤　

駒
次
郎　
　
　

丸
山　
　

長
作

　
　

小
林　
　

甚
一　
　
　

那
須　
　

金
十　
　
　

那
須　
　

浅
太

　
　

那
須　

絹
三
郎　
　
　

那
須　
　

幸
行　
　
　

田
中　
　

唯
次

（
九
九
七
）



長
野
県
に
お
け
る
勧
農
社
実
業
教
師
真
鍋
猪
之
吉
の
活
動
（
西
村　

卓
）

一
一　

　
　

那
須　
　

五
平　
　
　

諸
岡　
　

三
郎　
　
　

山
崎　
　

栄
一

　
　

柴
田　
　

幸
吉　
　
　

高
山　
　

常
次　
　
　

山
崎　
　

秀
一

　
　

太
田　

美
代
松　
　
　

三
澤　
　

平
次　
　
　

太
田　
　

宇
吉

　
　

今
溝　
　
　

伝　
　
　

宮
澤　
　

金
作

　
　
　
　
　

七
貴
村

　
　

矢
口　
　

時
司

　
　
　
　
　

陸
郷
村

　
　

遠
藤　

千
代
司　
　
　

遠
藤　

新
次
郎　
　
　

窪
田　

五
郎
次

　
　

窪
田　
　

熊
七

　
　
　
　
　

北
城
村

　
　

横
澤　

富
三
郎　
　
　

松
澤　

義
太
郎　
　
　

郷
津　
　

松
平

　
　

横
澤　
　

秀
実　
　
　

塩
島　

喜
代
次　
　
　

内
川　
　

徳
松

　
　

内
川　
　

徳
蔵　
　
　

松
澤　

織
次
郎　
　
　

矢
口　
　

八
蔵

　
　

内
川　
　

善
治　
　
　

松
澤　

直
次
郎

　
　
　
　
　

南
小
谷
村

　
　

相
澤　

佐
太
郎

　
　
　
　
　

北
小
谷
村

　
　

奥
村　
　

常
吉

　
　
　
　
　

中
土
村

（
九
九
六
）



第
五
七
巻  

第
四
号

一
二

　
　

田
原　
　

順
衛

　
　

計　

七
拾
四
人　
　
　
　

外
に
見
習
中
四
五
人
あ
り

　

真
鍋
が
着
任
し
た
時
期
は
八
月
で
あ
り
、
次
年
度
の
米
作
に
関
し
て
の
選
種
、
稲
種
の
冬
中
土
囲
い
法
の
施
行
、
春
季
に
至
り
水
苗
代
、

畑
苗
代
へ
の
播
種
ま
で
を
済
ま
せ
た
が
、
麦
作
に
関
し
て
は
選
種
の
時
期
に
遅
れ
て
い
た
た
め
、
在
来
の
種
子
で
以
っ
て
試
作
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。

　

元
来
、北
安
曇
郡
は
寒
冷
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
（
冬
期
に
は
積
雪
が
あ
る
）
か
ら
、一
毛
作
が
主
流
で
あ
り
、稲
の
裏
作
と
し
て
の
麦
作
は
、

ほ
ん
の
一
部
を
除
い
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
地
で
の
改
良
麦
作
の
伝
習
は
、
お
そ
ら
く
困
難
を
極
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
そ
の
一
部
の
在
来
麦
作
に
お
い
て
も
、
晩
種
の
大
麦
・
小
麦
を
作
付
け
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
稲
作
の
作
期
と
競
合
す
る
状
態
で

あ
り
、
早
熟
種
の
裸
麦
の
作
付
け
を
奨
励
す
る
べ
き
だ
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

米
作
の
苗
代
に
関
し
て
、
真
鍋
か
ら
の
指
導
注
意
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
畑
苗
代
で
の
雀
な
ど
の
鳥
害
、
鼠
や
「
け
ら
」
に
よ
る
害
に
充

分
対
応
し
き
れ
て
な
く
、
水
田
苗
代
よ
り
も
成
育
は
劣
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
点
は
、
真
鍋
が
林
遠
里
改
良
法
の
な
か
で
伝
習
し
よ
う

と
し
た
種
々
の
苗
代
法
の
順
位
付
け
と
は
異
な
る
結
果
に
終
わ
っ
て
お
り
、
畑
苗
代
法
の
技
術
的
確
立
が
い
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
状
況

を
見
て
取
れ
る
。

　

馬
耕
伝
習
に
つ
い
て
は
、や
は
り
慣
行
的
な
施
肥
法
で
あ
る「
刈
敷
き
」と
し
て
施
用
さ
れ
る「
樹
木
の
枝
梢
」、そ
れ
も
太
さ
が
一
寸（
三

セ
ン
チ
ほ
ど
）
以
上
、
長
さ
が
六
尺
（
一
八
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
）
が
馬
耕
普
及
に
お
け
る
一
つ
の
障
害
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
馬
耕
普
及

の
た
め
に
は
、
こ
の
障
害
の
除
去
＝
施
肥
法
の
改
良
（
積
肥
や
焼
肥
へ
の
転
換
、
同
肥
に
関
し
て
は
後
述
）
と
あ
い
ま
っ
て
、
福
岡
式
の
抱
持

立
犂
の
導
入
普
及
が
重
要
な
要
件
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
九
九
五
）
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第
三
節　
『
勧
業
会
日
誌
』
に
み
る
真
鍋
の
改
良
法

　

以
上
、
真
鍋
が
着
任
後
一
年
目
の
同
郡
で
の
指
導
内
容
と
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
問
題
点
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
業
教
師

に
と
っ
て
試
作
人
へ
の
直
接
的
指
導
と
と
も
に
、
勧
業
会
、
農
談
会
な
ど
で
の
改
良
法
全
般
に
関
し
て
講
演
を
し
、
そ
こ
に
参
集
し
た
農

民
た
ち
へ
の
啓
発
も
重
要
な
活
動
に
な
る（

９
）。
本
項
で
は
、
真
鍋
の
伝
習
し
よ
う
と
し
た
技
術
体
系
が
総
体
と
し
て
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
の
か
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
一
一
月
に
開
催
さ
れ
た
勧
業
会
で
の
彼
の
演
説
内
容
を
『
北
安
曇
郡
第
壱
回
勧
業
会
日
誌（

10
）

』
を

検
討
す
る
こ
と
か
ら
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。

　

北
安
曇
郡
第
一
回
勧
業
会
は
、明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
一
一
月
二
二
日
午
後
か
ら
二
四
日
昼
頃
ま
で
同
郡
役
所
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、

二
四
日
の
同
会
の
閉
会
後
は
、
種
苗
交
換
会
が
引
き
続
き
開
催
さ
れ
て
い
る
。
三
〇
名
の
勧
業
会
員
の
出
席
と
、「
随
時
会
員
」
八
七
名
、

そ
し
て
番
外
と
し
て
真
鍋
が
出
席
し
た
。
同
日
午
後
二
時
か
ら
の
開
会
で
、
問
題
と
し
て
一
、
米
麦
作
改
良
法
、
二
、
蚕
業
改
良
法
、
三
、

山
林
の
衰
状
ヲ
挽
回
ス
ル
方
法
、
四
、
植
林
ヲ
拡
張
ス
ル
方
法
が
掲
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
は
一
の
米
麦
作
改
良
法
に
終
始
し
、
三

日
間
に
わ
た
っ
て
真
鍋
の
独
壇
場
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

会
長
に
選
出
さ
れ
た
神
城
村
の
下
川
新
六
が
開
会
に
先
立
ち
、「
本
会
ハ
元
来
農
談
会
即
チ
百
姓
会
議
ナ
レ
ハ
、
万
事
平
易
ニ
致
シ
タ

シ
、（
中
略
）
従
来
実
業
熱
心
家
ハ
発
言
ハ
不
得
手
ニ
シ
テ
、
弁
論
家
ハ
実
地
ノ
経
験
ニ
乏
シ
キ
ノ
傾
ア
リ
テ
、
其
遺
憾
ニ
感
ス
ル
処
ナ

ル
故
、
可
成
発
言
ニ
容
易
ナ
ル
様
ニ
ナ
シ
、
各
自
腹
蔵
ナ
ク
其
意
見
ヲ
吐
露
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ヲ
望
ム（

11
）

」
と
挨
拶
を
し
た
。
続
い
て
、
米

作
改
良
法
中
の
種
子
精
選
及
び
貯
蔵
法
に
つ
い
て
、
談
話
と
質
疑
応
答
を
促
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
下
に
真
鍋
の
演
説
を
そ
の
項
目
に
分
け
て
逐
次
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

１
．〈
稲
種
子
精
選
及
び
貯
蔵
法（

12
）

〉

　

 

稲
種
ノ
選
方
ハ
種
々
ア
リ
、
塩
水
撰
・
肉
眼
選
又
ハ
雄
穂
雌
穂
ニ
テ
選
ム
ト
云
フ
ノ
類
ノ
如
シ
、
小
生
ノ
主
ト
シ
テ
実
施
セ
ン
ト
ス
ル

（
九
九
四
）



第
五
七
巻  

第
四
号

一
四

ハ
肉
眼
選
ノ
方
ニ
テ
、
其
法
ハ
先
ツ
稲
ノ
田
ニ
ア
ル
中
ニ
適
当
ノ
期
節
ニ
於
テ
、
肥
料
ノ
適
否
及
稲
ノ
出
来
方
ノ
工
合
等
ヲ
見
テ
篤
ト

之
見
定
メ
、
而
シ
テ
苅
取
ノ
時
期
ヲ
誤
タ
ス
シ
テ
収
穫
ス
ル
ナ
リ
、
徒
ニ
塩
水
選
ト
カ
雌
雄
穂
ト
カ
云
フ
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
不
完
全
ナ
リ

 　

 

小
生
モ
従
前
ハ
塩
水
選
ノ
方
ヲ
実
施
セ
シ
コ
ト
ア
リ
シ
カ
、
林
遠
里
先
生
ノ
門
ニ
入
リ
テ
以
来
ハ
、
之
ヲ
実
行
セ
ス
、
林
先
生
ノ
説
ニ

ヨ
レ
ハ
稲
種
ハ
塩
テ
撰
ツ
タ
ノ
ミ
テ
ハ
充
分
ノ
良
種
ハ
採
レ
ス
、
其
故
ハ
種
ノ
充
分
熟
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
、
之
ヲ
塩
水
撰
ニ
ス
ル
ト
キ
ハ

皆
沈
ム
故
、
単
ニ
此
法
ノ
ミ
ニ
ヨ
リ
テ
選
ム
時
ハ
、
此
沈
ミ
タ
ル
モ
ノ
ハ
尽
ク
良
種
ト
視
倣
ス
ヘ
シ
、
然
レ
ト
モ
、
其
中
ニ
テ
種
ノ
充

分
熟
シ
過
キ
タ
ル
モ
ノ
ニ
ハ
破
レ
目
カ
出
来
テ
居
ル
故
、
不
完
全
ナ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ト
モ
、
塩
水
選
ノ
ミ
ニ
テ
ハ
之
ヲ
鑑
別
ス
ル
コ
ト
カ

出
来
サ
レ
ハ
ナ
リ
、
故
ニ
種
ノ
良
否
ハ
肉
眼
ニ
テ
撰
リ
別
ケ
ル
ヲ
可
ト
ス
、
其
後
之
ヲ
颺ト

ウ

扇ミ

ニ
テ
七
八
回
モ
ア
ホ
ル
ナ
リ
、
初
メ
一
回

ハ
静
カ
ニ
ア
ホ
リ
、二
回
目
カ
ラ
少
シ
ク
強
ク
ア
ホ
リ
テ
、一
升
三
百
目
以
上
ノ
目
方
ニ
シ
テ
、破
レ
モ
ナ
ク
、色
合
モ
良
シ
ト
ス
レ
ハ
、

良
種
ト
云
フ
コ
ト
ヲ
得
ヘ
シ
、
併
シ
塩
水
撰
ト
テ
一
概
ニ
悪
キ
ニ
非
サ
レ
ト
モ
、
小
生
ハ
目
下
之
ヲ
実
行
セ
ス

　

真
鍋
は
、稲
種
子
精
選
法
と
し
て
「
塩
水
選
」「
肉
眼
選
」「
雌
穂
選
」
を
あ
げ
、そ
の
う
ち
で
「
肉
眼
選
」
が
適
当
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

採
種
の
適
期
に
、
肥
料
の
効
き
具
合
、
稲
の
出
来
具
合
を
勘
案
し
て
刈
り
取
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
唐
箕
に
七
、八
回
か
け
、
目
方
が
一

升
あ
た
り
三
〇
〇
目
以
上
の
も
の
を
種
籾
と
し
て
最
適
だ
と
す
る
の
で
あ
る（

13
）

。

　

参
加
者
か
ら
の
選
種
時
期
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
は
、「
稲
種
撰
種
ノ
時
期
ハ
、
稲
ノ
種
類
ニ
ヨ
ル
、
即
チ
早
中
晩
等
ノ
区
別
ア

ル
故
、
彼
岸
後
何
日
ト
カ
云
フ
テ
日
限
ニ
ヨ
リ
テ
定
ム
ル
コ
ト
ハ
出
来
サ
ル
モ
ノ
ト
ス
、
故
ニ
模
様
ヲ
見
テ
撰
種
ス
ル
ナ
リ
、
稲
穂
ハ
先

ツ
穂
先
キ
カ
ラ
熟
シ
、
初
メ
ニ
薄
黄
色
ヲ
呈
ス
、
段
々
下
方
ニ
下
ガ
ル
、
其
ガ
中
央
ニ
来
レ
ハ
穂
先
三
分
ハ
黄
色
ニ
変
ス
、
薄
黄
色
カ
穂

元
迄
来
レ
ハ
、
半
分
カ
ラ
以
上
ハ
純
粋
ノ
黄
色
ヲ
呈
ス
、
此
時
カ
尤
モ
選
種
ニ
適
当
ノ
時
ト
ス（

14
）

」
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、
穂
元
ま
で
薄

黄
色
に
変
化
し
、
穂
の
半
分
が
黄
色
に
変
化
し
た
時
期
を
選
種
の
適
期
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
塩
水
選
」
に
関
し
て
は
、
遠
里
の
門
下
に
入
る
ま
で
は
施
行
し
て
い
た
が
、
入
門
以
降
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ

（
九
九
三
）
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野
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一
五　

自
体
一
概
に
悪
い
方
法
と
は
い
え
な
い
が
、
過
熟
で
破
れ
目
が
あ
る
種
子
を
選
別
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
自
ら
は
お
こ
な
わ
な
い
と
す
る
。

　

貯
蔵
法
に
関
し
て
参
加
者
か
ら
「
元
来
此
地
方
テ
ハ
種
ヲ
拵
ヘ
テ
ア
ホ
リ
、
後
俵
ニ
入
レ
、
蔵
又
ハ
家
ノ
中
ニ
置
ク
ヲ
通
例
ト
ス
、
尚
他
ニ

良
法
ア
リ
ヤ（

15
）

」
と
い
う
質
問
に
、
真
鍋
は
稲
種
の
播
種
期
が
ま
さ
に
こ
の
時
期
で
あ
り（

16
）

、「
貯
蔵
法
ト
云
フ
テ
永
ク
蔵
又
ハ
家
ノ
中
ニ
置

ク
コ
ト
ハ
ナ
サ
ヌ
ナ
リ（

17
）

」
と
し
て
、
播
種
前
に
貯
蔵
す
る
と
し
て
も
せ
い
ぜ
い
採
種
後
三
、四
〇
日
く
ら
い
で
、
叺
に
五
升
ほ
ど
を
入
れ
、

空
気
の
流
通
の
よ
い
所
に
吊
る
し
て
お
く
の
が
よ
い
と
し
た
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
真
鍋
の
そ
の
後
の
発
言
で
、
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る（

18
）

。

　

 

第
一　

田
ニ
ア
ル
中
ニ
見
定
メ
ル
コ
ト
、
第
二　

刈
取
ノ
時
期
ヲ
誤
ラ
サ
ル
コ
ト
、
第
三　

穂
ヲ
日
陰
ニ
テ
乾
カ
ス
コ
ト
、
第
四　

穂

ノ
中
央
ヨ
リ
先
ノ
種
子
ヲ
採
ル
コ
ト
、
第
五　

六
、七
回
以
上
颺
扇
ニ
テ
吹
返
シ
、
一
升
三
百
目
以
上
ノ
目
方
ト
ナ
リ
タ
ル
種
子
ヲ
採

ル
コ
ト
、
第
六　

種
俵
ニ
入
レ
置
ク
コ
ト

２
．〈
植
物
生
育
の
大
意
〉

　

真
鍋
は
、「
草
木
ハ
独
リ
人
為
ノ
力
ノ
ミ
ニ
モ
非
ス
、
又
独
肥
料
ノ
為
ス
ノ
ミ
ニ
モ
非
サ
ル
コ
ト
判
然
タ
リ
ト
セ
ハ
、
果
シ
テ
何
ニ
ヨ

リ
テ
生
育
ヲ
遂
ク
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヤ（

19
）

」
と
自
問
し
、
深
山
幽
谷
の
岩
石
の
上
に
大
木
が
生
長
す
る
の
は
、
誰
か
が
種
を
蒔
い
た
わ
け
で
も
な

く
、
ま
た
植
え
付
け
た
わ
け
で
も
な
い
。
す
べ
て
四
季
の
循
環
と
風
雨
の
加
減
に
よ
っ
て
自
然
と
生
長
し
た
の
で
あ
る
と
し
、「
草
木
ハ

天
然
自
然
ノ
化
育
ニ
ヨ
リ
生
育
ス
ル
モ
ノ
」
で
「
生
長
発
達
ニ
付
テ
ハ
、
人
為
ノ
力
ニ
ヨ
リ
勝
手
自
由
ニ
取
扱
フ
ノ
理
ナ
シ
、
只
天
功
ノ

不
足
ヲ
補
フ
ヘ
シ（

20
）

」
と
述
べ
、
さ
ら
に
、
人
為
＝
農
業
は
勝
手
気
ま
ま
に
生
産
を
あ
げ
る
と
い
う
も
の
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
人
ハ
其

自
然
ノ
理
ニ
従
ヒ
、
天
地
ノ
化
育
ニ
基
キ
天
ノ
蒔
ク
ト
キ
ハ
人
モ
亦
之
ヲ
蒔
キ
、
天
ノ
稔
ラ
ス
ル
ト
キ
ハ
人
モ
亦
之
ヲ
稔
ラ
ス
ル
コ
ト
ニ

セ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス（

21
）

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
遠
里
が
い
う
と
こ
ろ
の
「
天
性
に
従
う（

22
）

」
と
い
う
論
理
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。

（
九
九
二
）
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そ
し
て
、話
は
稲
の
生
育
論
に
進
む
。
そ
の
前
提
と
し
て
彼
は
稲
の
性
質
に
つ
い
て
議
論
を
す
る
。「
稲
ハ
水
草
ノ
如
ク
又
陸
草
ノ
如
シ
」

で
あ
る
が
、そ
れ
を
見
極
め
る
た
め
に
一
反
歩
を
甲
（
深
水
）、乙
（
一
寸
な
い
し
七
、八
分
）、丙
（
無
灌
水
）
の
三
区
画
に
別
け
て
実
験
を
す
る
。

そ
の
結
果
、米
質
・
収
穫
と
も
に
乙
が
優
れ
、そ
れ
に
次
い
で
丙
、甲
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
稲
は
「
陸
草
ニ
シ
テ
水
ノ
深
キ
ヲ
嫌
ヒ
、

其
性
質
水
気
ヲ
余
分
ニ
吸
ヒ
取
ル
丈
ノ
モ
ノ（

23
）

」
と
結
論
付
け
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
遠
里
が
稲
の
性
質
と
し
て
「
好
水
草
論
」
を
主
張
す

る
こ
と
と
合
致
す
る（

24
）

。　

　

こ
の
こ
と
か
ら
、「
米
田
ハ
只
地
ヲ
潤
ホ
ス
丈
ヲ
可
ト
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
余
リ
深
キ
ハ
宜
シ
カ
ラ
ス
、
只
乾
カ
サ
ル
ヲ
以
テ
度
ト
ナ

ス
ヘ
シ（

25
）

」
と
し
て
、
灌
水
の
場
合
は
深
水
で
な
く
、
ご
く
浅
水
を
推
奨
す
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
、
播
種
期
で
あ
る
が
、
こ
の
点
も
彼
は
実
験
を
薦
め
る
。「
試
験
ハ
一
年
十
二
ヶ
月
ノ
間
毎
月
五
日
十
五
日
廿
五
日
ノ
三
回
ツ
ヽ
、

即
チ
一
年
三
十
六
回
ニ
一
寸
離
レ
ニ
五
粒
ツ
ヽ
蒔
キ
、
其
苗
ヲ
更
ニ
一
尺
離
レ
ニ
植
ヘ
テ
試
験
」
す
る
。
四
月
ま
で
に
蒔
き
付
け
た
も
の

は
五
月
の
田
植
え
に
間
に
合
う
が
、
六
月
の
分
は
七
月
に
田
植
え
を
お
こ
な
っ
て
も
四
分
の
一
の
収
穫
、
七
月
に
播
種
し
た
も
の
は
八
月

に
植
え
付
け
る
が
出
穂
・
未
出
穂
が
混
在
、
九
月
に
播
種
し
た
も
の
の
収
穫
は
皆
無
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
前
年
一
〇
月
か
ら
次
年
四
月
ま

で
蒔
き
付
け
た
も
の
を
比
較
し
た
場
合
、前
年
の
一
〇
月
に
蒔
き
付
け
た
も
の
が
第
一
等
の
収
穫
を
あ
げ
た
こ
と
か
ら
、「
是
レ
目
今
（
一
〇

月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
の
時
期―

筆
者
注
）
ノ
季
節
ヲ
以
テ
播
種
ス
ル
ヲ
尤
モ
可
ナ
リ
ト
ス
ル
コ
ト
ヲ
知
ル
ヘ
キ
ナ
リ（

26
）

」
と
結
論
付
け
た
の

で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
お
の
ず
か
ら
奨
励
技
術
と
し
て
は
一
〇
月
下
旬
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
の
時
期
に
、
畑
苗
代
に
冬
播
き
す
る
こ
と

が
最
上
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
実
験
上
で
も
、
天
地
の
な
せ
る
業
か
ら
い
っ
て
も
当
然
と
す
る
。
そ
し
て
真
鍋
は
、
播
種
方

法
と
し
て
は
等
級
別
に
五
つ
に
分
け
た（

27
）

。　

　

第
一　

冬
蒔
き
畑
苗
代
法

　

第
二　

寒
中
土
囲
い
・
春
蒔
き
畑
苗
代
法

（
九
九
一
）



長
野
県
に
お
け
る
勧
農
社
実
業
教
師
真
鍋
猪
之
吉
の
活
動
（
西
村　

卓
）

一
七　

　

第
三　

寒
中
土
囲
い
・
春
蒔
き
水
苗
代
法

　

第
四　

寒
水
浸
し
・
春
蒔
き
畑
苗
代
法

　

第
五　

寒
水
浸
し
・
春
蒔
き
水
苗
代
法

　

こ
の
点
に
関
し
て
も
、
遠
里
の
推
奨
技
術
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
参
加
者
か
ら
「
殊
ニ
寒
中
蒔
キ
ノ
如
キ
、
本
郡
ノ
様
ニ
寒
気
強
ク
積
雪
甚
シ
キ
処
ニ
テ
モ
差
支
ナ
キ
考
ナ
ル
ヤ（

28
）

」
と
い
う
質
問

に
対
し
て
、
真
鍋
は
、
特
に
問
題
は
な
く
そ
の
優
先
順
位
は
上
述
の
よ
う
で
あ
る
が
、「
随
分
其
世
話
カ
面
倒
ナ
ル
故
、
其
中
ノ
容
易
ナ

ル
モ
ノ
ヨ
リ
撰
ン
デ
行
ヒ
、
漸
次
ニ
高
尚
ナ
ル
方
ニ
進
ミ
行
ク
カ
順
序
ナ
ラ
ン（

29
）

」
と
述
べ
、
地
域
的
な
特
性
を
鑑
み
、
容
易
な
も
の
か
ら

始
め
、
徐
々
に
高
尚
な
も
の
へ
進
む
ほ
う
が
よ
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

３
．〈
麦
作
改
良
法
〉

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
麦
作
は
同
郡
で
ほ
と
ん
ど
作
付
け
さ
れ
て
お
ら
ず
、
作
付
け
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
田
麦
で
な
く
畑
麦
で
あ
る
こ

と
（
稲
の
裏
作
と
し
て
の
麦
作
で
な
く
、
畑
作
と
し
て
の
麦
作
）、
さ
ら
に
そ
の
品
種
も
晩
生
の
大
麦
・
小
麦
が
ほ
と
ん
ど
で
、
結
果
と
し
て
稲

作
の
作
期
と
競
合
す
る
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
状
況
の
な
か
で
は
、
麦
作
そ
の
も
の
の
導
入
が
同
地
方
で
の
改
良
作
の
導
入

を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。

　

①
採
取
法　

穂
揃
い
の
い
い
場
所
の
中
央
か
ら
採
種
、
唐
箕
選
。

　

②
耕
耘　
　

畝
鋤
を
お
こ
な
い
、
畝
を
立
て
る
。
畝
の
幅
は
三
〜
四
尺
。

　

③
筋
付
け　

畝
に
二
条
の
筋
を
つ
け
、
そ
こ
へ
水
肥
を
施
用
。

　

④
播
種　
　

筋
ご
と
に
播
種
、
反
当
五
、六
合
。
一
、二
粒
づ
つ
の
薄
蒔
き
。

　

⑤
覆
土　
　

積
肥
を
施
用
し
、
そ
の
上
か
ら
覆
土
す
る
。

（
九
九
〇
）



第
五
七
巻  

第
四
号

一
八

　

⑥
麦
踏
み　

三
葉
ほ
ど
の
時
に
一
番
麦
踏
み
。
草
鞋
履
き
で
麦
の
頭
上
か
ら
踏
み
つ
け
る
。

　

⑦
施
肥　
　

筋
間
に
施
用
。

　

⑧
麦
踏
み　

一
番
麦
踏
み
か
ら
二
〇
日
ほ
ど
の
ち
、
二
番
麦
踏
み
。

　

⑨
麦
踏
み　

冬
中
氷
凍
の
際
に
根
を
締
め
る
た
め
麦
踏
み
。

　

⑩
施
肥　
　

春
に
厩
肥
を
施
用
。

　

⑪
畝
削
り　

春
の
施
肥
の
と
き
に
畝
を
削
り
、
そ
の
土
で
厩
肥
の
上
を
覆
う
。

　

⑫
そ
の
他　

麦
奴
予
防
法
。
種
麦
の
木
灰
水
へ
の
一
昼
夜
浸
水
。

　

以
上
の
よ
う
な
麦
作
改
良
法
を
述
べ
て
い
る
が
、
実
は
遠
里
の
種
々
の
演
説
筆
記
で
は
、
麦
作
改
良
法
に
関
す
る
記
述
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
そ
れ
ゆ
え
、
真
鍋
の
こ
こ
で
の
麦
作
改
良
法
は
、
真
鍋
の
福
岡
で
の
農
事
体
験
と
、
本
年
の
試
験
田
で
緒
に
つ
い
た
麦
作
付
け
で

の
経
験
か
ら
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
た
だ
し
、
各
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
実
業
教
師
た
ち
か
ら
の
経
験
は
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
）。
例
え
ば
、

麦
の
播
種
量
に
関
し
て
彼
は
「
小
生
ノ
郷
里
テ
ハ（

30
）

」
と
し
て
一
反
歩
に
二
升
く
ら
い
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
当
地
方
が
積
雪
の
た
め
に
傷

害
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
の
試
験
田
で
は
少
し
多
い
目
に
し
た
こ
と
、
来
年
に
な
り
雪
の
害
を
受
け
な
い
と
わ
か
っ

た
と
き
は
、
減
量
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
畝
を
作
り
筋
蒔
き
を
推
奨
し
て
い
る
が
、
も
し
多
収
穫
を
得
よ
う
と
す
る
な
ら
、「
小

生
ノ
郷
里
ニ
テ
ハ
多
ク
実
行（

31
）

」
さ
れ
て
い
る
「
株
蒔
き
」
で
の
栽
培
が
い
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

４
．〈
苗
代
法
＝
冬
蒔
き
畑
苗
代
法
〉

　

①
播
種　
　

当
地
方
で
は
一
一
月
中
旬
よ
り
一
二
月
上
旬
（「
小
生
ノ
郷
国（

32
）

」
で
は
一
二
月
上
旬
）。

　

②
場
所
の
選
定　

日
当
た
り
良
、
空
気
流
通
良
、
砂
交
地
良
。

　

③ 

耕
耘　
　

稲
刈
上
げ
後
直
ち
に
、
畝
鋤
（
乾
燥
不
良
）
か
平
鋤
（
乾
燥
良
）
に
す
る
。
耕
耘
↓
乾
燥
↓
施
肥
（
希
薄
し
た
水
肥
）
を
三

（
九
八
九
）



長
野
県
に
お
け
る
勧
農
社
実
業
教
師
真
鍋
猪
之
吉
の
活
動
（
西
村　

卓
）

一
九　

回
繰
り
返
す
。

　

④
畝
作
り　

耕
耘
↓
馬
鍬
掛
け
↓
畝
作
り
（
幅
三
尺
二
寸
）
↓
鍬
や
板
に
よ
る
均
平
化
。

　

⑤
播
種　
　

坪
当
一
合
蒔
き
、
そ
の
後
鍬
に
よ
り
圧
迫
。

　

⑥
覆
土　
　

篩
に
て
覆
土
（
種
の
見
え
な
い
程
度
）。

　

⑦
藁
覆
い　

縦
横
二
重
に
覆
い
、
縄
に
て
固
定
。

　

⑧ 

鳥
獣
予
防
法　

鼠
＝
栗
の
毛
毬
を
苗
代
の
周
囲
に
置
く
。
モ
グ
ラ
＝
畝
の
周
囲
を
盤
土
ま
で
浚
う
。
万
一
進
入
す
れ
ば
、
灌
水
し
て

駆
除
。け
ら
＝
灌
水
駆
除
。雀
＝
藁
灰
の
散
布
。石
油
に
浸
し
た
糸
を
周
囲
に
張
る
。網
切
れ
を
十
文
字
に
張
る
。子
供
を
使
い
駆
除
。

　

春
蒔
き
畑
苗
代
法
に
つ
い
て
は
、
寒
水
浸
し
や
土
囲
い
を
し
た
種
籾
を
使
用
す
る
た
め
、
畑
苗
代
の
作
り
方
に
違
い
は
な
い
が
、
播
種

は
未
発
芽
の
う
ち
に
お
こ
な
い
、
直
ち
に
覆
土
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し
た
。

５
．〈
苗
代
法
＝
水
田
苗
代
法
〉

　

①
場
所
選
定　

日
当
り
良
、
風
通
し
良
、
水
利
良
の
場
所
を
選
定
。

　

②
耕
耘　
　
　

粘
土
質
＝
冬
耕
、
砂
土
＝
春
耕
。

　

③
施
肥　
　
　

畑
苗
代
と
同
様
だ
が
少
し
減
。
春
耕
の
場
合
乾
土
後
二
回
施
用
。

　

④
苗
代
拵
え　

灌
水
後
馬
鍬
掛
け
、
一
夜
間
湛
水
し
、
翌
日
鋤
耕
し
均
平
化
。

　

⑤
代
掻
き　
　

馬
鍬
に
よ
る
代
掻
き
。

　

⑥
施
肥　
　
　

反
当
三
、四
〇
貫
の
木
の
芽
立
ち
も
し
く
は
焼
肥
坪
当
二
、三
升
を
施
用
。

　

⑦
乾
土
畝
立　

水
を
乾
か
し
、
畝
立
（
幅
三
尺
二
寸
、
長
一
〇
間
ほ
ど
）。

　

⑧
播
種　
　
　

坪
当
一
合
蒔
、
一
、二
分
ほ
ど
の
水
加
減
。

（
九
八
八
）



第
五
七
巻  

第
四
号

二
〇

　

⑨
用
水
管
理　

水
口
に
調
節
可
能
な
水
門
を
作
る
。

　

水
田
苗
代
に
畝
を
ど
う
立
て
る
の
か
と
い
う
参
加
者
か
ら
の
質
問
に
対
し
て
、
真
鍋
は
縄
を
張
っ
て
踏
み
切
っ
た
だ
け
で
よ
い
と
し
て

い
る
。
こ
こ
で
い
う
苗
代
で
の
畝
立
て
と
は
、
短
冊
型
に
苗
代
を
区
切
る
こ
と
で
、
害
虫
駆
除
と
除
草
に
便
利
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま

た
全
体
の
水
加
減
に
関
し
て
、「
改
良
作
ノ
水
加
減
ハ
浅
キ
ヲ
可
ト
ス
、
即
チ
種
籾
ノ
隠
ル
ヽ
カ
隠
レ
ヌ
カ
位
ニ
テ
、
凡
ソ
三
分
位
ヲ
度

ト
ス（

33
）

」
と
述
べ
、
浅
水
の
必
要
性
を
説
く
。
当
地
方
の
よ
う
に
寒
地
の
場
合
は
、
水
が
冷
た
い
た
め
、
暖
め
て
灌
水
す
る
ほ
う
が
良
い
と

も
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
蒔
き
付
け
方
法
に
関
し
て
は
、
蒔
き
付
け
時
の
風
の
具
合
を
勘
案
し
て
、
朝
方
に
、
北
風
の
場
合
は
南
方
か
ら
、
南
風
の
場
合
は

北
方
か
ら
蒔
き
、
そ
の
場
合
も
畝
の
端
ほ
ど
発
育
が
良
い
た
め
「
中
央
ヨ
リ
両
端
ニ
多
ク
蒔
ク
様
ニ
注
意（

34
）

」
す
れ
ば
、
生
育
が
平
等
に
な

る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。

６
．〈
本
田
管
理
〉

　

①
本
田
耕
耘　

収
穫
後
馬
耕
。
春
二
番
鋤
、
そ
の
際
草
肥
・
厩
肥
の
鋤
き
込
み
、
水
肥
散
布
。

　

②
灌
漑　
　
　

三
、四
日
間
暴
露
の
後
、
灌
漑
。

　

③
馬
鍬
掛
け　

縦
横
に
馬
鍬
を
掛
け
、
二
日
間
ほ
ど
寝
か
せ
る
。

　

④
施
肥　
　
　

山
草
の
施
用
。

　

⑤
馬
鍬
掛
け　

肥
料
の
鋤
き
込
み
。

　

⑥
田
植
え　
　

地
味
に
よ
り
株
当
り
苗
一
本
か
ら
三
本
、
坪
当
り
三
〇
、三
六
、四
二
、四
九
株
植
え
。

　

⑦
灌
漑　
　
　

速
乾
地
は
徐
々
に
灌
漑
、
遅
乾
地
は
止
水
。
浅
水
。

　

⑧
中
耕
除
草　

 

寒
中
蒔
き
は
田
植
え
後
一
〇
日
目
、
春
蒔
き
は
一
二
日
目
、
普
通
作
は
一
五
〜
二
〇
日
目
に
蟹
爪
打
ち
（
一
番
除
草
）。

（
九
八
七
）



長
野
県
に
お
け
る
勧
農
社
実
業
教
師
真
鍋
猪
之
吉
の
活
動
（
西
村　

卓
）

二
一　

こ
の
場
合
、
田
面
の
高
低
が
で
き
る
た
め
、
や
や
深
水
。

　
　
　
　
　
　
　

 

そ
の
一
〇
日
後
、
蟹
爪
直
し
（
手
作
業
）。
そ
の
一
、二
週
間
後
二
番
除
草
。
ま
た
そ
の
一
五
日
後
三
番
除
草
。
ま
た
そ

の
一
五
日
後
四
番
除
草
。
出
穂
時
五
番
除
草
。

　

⑨
排
水　
　
　

穂
元
に
実
が
入
り
、
華
氏
七
五
度
位
の
と
き
排
水
。

　

馬
耕
に
関
し
て
真
鍋
は
「
小
生
ノ
持
参
シ
テ
別
室
ニ
具
ヘ
置
タ
ル
道
具
ニ
テ
馬
耕
ヲ
為
ス
モ
ノ
ト
ス
、
此
具
ハ
軽
便
テ
費
用
モ
多
カ
ラ

ス
一
円
四
五
拾
銭
位
ニ
テ
得
ラ
ル
ヘ
シ（

35
）

」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
が
演
説
会
場
に
馬
耕
用
の
「
道
具
」
を
持
参
し
、
参
会
者
に
展
示
し
て
い

る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
無
床
犂
の
抱
え
持
立
犂
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、本
田
に
馬
鍬
を
掛
け
た
後
施
用
す
る「
山
草
」に
関
し
て
、同
地
方
で
慣
行
的
に
施
用
さ
れ
て
い
た
長
く
大
き
な「
枝
梢
」で
な
く
、

細
分
化
し
た
も
の
を
施
用
す
る
よ
う
に
薦
め
て
い
る
。

　

労
働
は
地
拵
え
を
男
子
が
、
植
付
け
を
女
子
が
お
こ
な
う
こ
と
か
ら
、
地
味
の
上
下
に
よ
る
植
付
け
の
本
数
、
植
付
け
間
隔
な
ど
の
指

図
が
大
切
だ
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
四
九
本
を
上
限
と
し
、
綿
密
に
植
付
け
る
た
め
に
は
、「
縄
ヲ
張
リ
、
之
ニ
短
冊
様
ノ
者
ヲ
下

ケ
規
矩
ヲ
定
ム（

36
）

」
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
「
株
モ
揃
ヒ
、
日
光
モ
当
リ
、
風
透
モ
良
キ
故
、
充
分
其
労
ニ
当

ル
丈
ノ
利
益
ア
リ（

37
）

」
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
文
字
通
り
「
正
条
植
え
」
の
励
行
で
あ
る
。

　
「
蟹
爪
」
打
ち
に
つ
い
て
、
真
鍋
は
そ
の
効
用
を
、
一
、「
上
ノ
土
ヲ
下
ニ
ナ
ス（

38
）

」
と
し
、
耕
土
の
入
れ
替
え
効
果
、
二
、「
十
日
目
位

ニ
及
ヘ
ハ
草
ヲ
生
ス
レ
ト
モ
、
土
ヲ
上
下
ス
ル
為
メ
ニ
大
ニ
之
ヲ
減
ス
ル（

39
）

」
と
し
て
、
文
字
通
り
の
除
草
効
果
、
三
、「
肥
料
ノ
分
解
ヲ

助
ク（

40
）

」
と
し
て
、
よ
り
早
い
肥
効
を
促
す
こ
と
、
四
、「
暖
カ
ナ
ル
上
水
ヲ
地
下
ニ
侵
入
セ
シ
ム
ル（

41
）

」
と
し
、
暖
水
に
よ
る
苗
の
促
育
効

果
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
四
番
除
草
ま
で
は
単
に
雑
草
を
除
去
す
る
た
め
だ
け
で
な
く
、「
根
ヲ
ム
シ
リ
取（

42
）

」
る
た
め
の
も
の
で
あ
る

と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
む
し
り
と
る
べ
き
「
上
根
」
は
、
稲
の
登
熟
に
関
係
の
な
い
、
葉
と
茎
を
肥
や
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
と

の
理
由
か
ら
で
あ
る
。

（
九
八
六
）



第
五
七
巻  

第
四
号

二
二

　

排
水
に
関
し
て
は
、
稲
に
は
早
中
晩
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
画
一
的
な
排
水
で
な
く
、「
実
際
ノ
景
況
ヲ
見
テ
水
ヲ
落
ス
」
こ
と
が
大
切

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
土
質
を
観
て
乾
燥
地
な
ら
や
や
遅
め
、
湿
潤
地
な
ら
出
穂
時
に
す
ぐ
に
排
水
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。

７
．〈
肥
料
製
造
法
〉

　

ア　

水
肥

　

 

溜
桶
（
四
石
入
）
に
五
分
ほ
ど
の
風
呂
水
を
入
れ
、
そ
れ
に
人
糞
二
荷
を
加
え
、
さ
ら
に
人
尿
・
馬
糞
・
米
糠
・
油
粕
・
魚
粕
・
酒
粕
・

醤
油
粕
・
野
菜
屑
な
ど
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
不
用
物
を
合
わ
せ
、
桶
の
八
分
目
ま
で
と
し
、
そ
れ
を
充
分
に
醸
す
。

　

イ　

焼
肥

　

 

土
に
五
、六
日
乾
か
し
た
芝
草
、
さ
ら
に
は
藁
屑
・
塵
芥
・
草
履
・
破
れ
靴
・
草
鞋
・
古
下
駄
・
木
竹
屑
・
木
葉
を
加
え
燃
焼
。
そ
の

場
合
、
庇
を
設
け
、
石
を
三
方
に
置
き
、
ま
ず
木
竹
を
積
み
重
ね
こ
れ
を
塵
芥
類
で
覆
い
、
点
火
。
こ
れ
に
籾
糠
さ
ら
に
芝
草
を
重
ね
、

土
を
一
面
に
被
せ
る
。
再
び
塵
芥
、
籾
糠
を
被
せ
、
さ
ら
に
土
を
被
せ
る
。
こ
れ
を
繰
り
返
し
、
直
径
一
間
半
く
ら
い
の
大
き
さ
に
積

み
重
ね
て
蒸
し
焼
き
に
す
る
。
最
後
に
人
尿
と
風
呂
水
に
よ
り
消
火
。
な
お
、
土
の
み
で
の
焼
肥
法
も
あ
る
。

　

ウ　

積
肥

　

 

積
肥
小
屋
の
な
い
場
合
の
積
藁
製
法
と
し
て
、
①
二
間
半
四
方
の
区
画
を
取
る
。
②
周
囲
に
溝
を
掘
る
。
③
籾
糠
を
敷
く
。
④
野
菜
の

枯
葉
・
切
れ
端
、
粃
な
ど
を
敷
く
。
⑤
二
つ
切
、
三
つ
切
の
藁
を
そ
の
上
に
置
く
。
⑥
厩
に
て
踏
ま
せ
た
山
草
を
重
ね
る
。
⑦
塵
芥
を

掛
け
る
。
⑧
そ
の
上
に
さ
ら
に
藁
を
掛
け
る
。
⑨
人
糞
尿
を
そ
の
上
に
掛
け
る
。
⑩
そ
の
合
間
に
鳥
糞
・
厩
肥
を
入
れ
る
。
⑪
そ
の
上

に
雨
の
か
か
ら
ぬ
よ
う
に
藁
覆
い
を
す
る
。
⑫
二
〇
な
い
し
二
四
、五
日
間
ほ
ど
蒸
醸
す
る
。
⑬
肥
切
り
（
南
小
谷
村
辺
り
で
使
用
す
る

板
鍬
に
て
可
）
に
て
切
り
出
し
再
積
す
る
。
冬
の
間
に
二
回
ほ
ど
施
行
。
し
か
し
、
積
肥
小
屋
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
「
蒸
シ
工
合
尤

モ
宜
シ（

43
）

」
と
し
て
積
肥
小
屋
の
造
設
を
奨
励
す
る
。

（
九
八
五
）
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二
三　

　

こ
れ
ら
肥
料
製
造
法
で
は
、
遠
里
が
各
地
の
演
説
を
す
る
場
合
に
推
奨
す
る
肥
料
（
水
肥
・
焼
肥
・
積
肥
）
に
関
し
て
述
べ
て
い
る
が
、

真
鍋
の
演
説
内
容
は
詳
細
を
極
め
て
お
り
、
農
事
体
験
を
積
ん
だ
老
農
と
し
て
の
面
目
躍
如
の
感
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
当
然
彼
が
そ
の

体
験
を
積
ん
で
き
た
福
岡
で
の
在
来
法
が
あ
る
わ
け
で
、「
小
生
ノ
郷
里
」「
小
生
ノ
郷
国（

44
）

」
と
い
っ
た
文
言
が
彼
の
口
か
ら
頻
繁
に
出
て

い
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
が
理
解
で
き
る
。
例
え
ば
、
積
肥
小
屋
の
造
設
に
関
し
て
、「
小
生
ノ
郷
国
ニ
テ
ハ
総
テ
肥
料
小
屋
ナ
キ
ハ
ナ
シ
、

如
何
ナ
ル
小
農
デ
モ
肥
料
小
屋
ハ
ア
ル
ナ
リ
、
肥
料
ニ
覆
ヒ
ヲ
為
シ
置
ク
ト
否
ヤ
ト
ハ
、
其
効
験
ニ
於
テ
大
ニ
差
異
ア
リ（

45
）

」、「
小
生
ノ
郷

国
テ
ハ
、
農
家
ハ
家
屋
ハ
小
サ
ク
ト
モ
、
肥
料
小
屋
ハ
大
ナ
リ（

46
）

」
と
述
べ
、
そ
れ
ら
が
福
岡
地
方
に
お
け
る
在
来
の
慣
行
法
と
し
て
定
着

し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
と
比
較
し
て
、
こ
の
地
方
で
の
肥
料
を
た
だ
雨
露
に
暴
露
し
て
置
く
と
い
う
慣
行
が
、
肥
効
を
な
く
し
て
し
ま
う

こ
と
に
な
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
す
る
の
で
あ
る
。

８
．〈
害
虫
駆
除
法
〉

　

長
野
県
に
お
い
て
、
本
年
（
明
治
二
七
年
）
を
含
め
大
き
な
被
害
を
出
し
た
稲
害
虫
は
「
苞
虫
（
つ
と
む
し（

47
））」

で
あ
っ
た
。
こ
の
勧
業

会
で
も
出
席
者
か
ら
「
苞
虫
」
の
被
害
に
つ
い
て
発
言
が
あ
っ
た（

48
）

。
ま
た
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
に
お
い
て
も
以
下
の
よ
う
に
た
び
た
び
報

じ
ら
れ
て
い
る
。
明
治
二
七
年
九
月
二
日
付「
ツ
ト
ム
シ
に
就
て
」、同
年
九
月
一
四
日
付「
豊
里
の
苞
虫
駆
除
」、同
年
九
月
一
六
日
付「
布

施
村
の
苞
虫
駆
除
」、
同
「
陸
苗
に
は
苞
虫
少
な
し
」、
同
年
九
月
一
八
日
付
「
再
び
苞
虫
駆
除
の
法
」、
同
年
九
月
二
〇
日
付
「
苞
虫
の

蔓
延
被
害
と
駆
除
規
則
の
履
行
」、
同
年
一
一
月
六
日
付
「
更
級
郡
栄
村
の
県
税
免
除
願
」
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
同
様
『
信
濃
殖
産
協

会
雑
誌
』に
も
以
下
の
よ
う
な
記
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
苞
虫
に
付
信
濃
殖
産
協
会
の
回
答
」（
明
治
二
七
年
八
月　

第
九
号
所
収
）、「
苞

虫
に
付
農
科
大
学
教
員
の
説
示
」（
同
前
）、「
苞
虫
蔓
延
稲
作
惨
害
実
況
」（
明
治
二
七
年
九
月　

第
一
〇
号
所
収
）、「
苞
虫
の
敵
虫
」（
同
前
）、

「
苞
虫
の
滅
絶
を
期
す
」（
同
前
）、「
下
高
井
郡
通
信　

苞
虫
の
捕
殺
」（
同
前
）
な
ど
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
も
、
害
虫
駆
除
に
関
し

て
実
業
教
師
が
ど
の
よ
う
な
方
法
を
教
示
す
る
か
は
極
め
て
関
心
の
高
い
問
題
で
あ
っ
た
。

（
九
八
四
）



第
五
七
巻  

第
四
号

二
四

　

し
か
し
、
真
鍋
自
身
は
「
小
生
ノ
郷
国
ニ
ハ
、
苞
虫
ハ
居
ラ
ザ
レ
ト
モ
、
螟
虫
ハ
発
育
ス
ル
コ
ト
多
シ（

49
）

」
と
し
て
、
そ
の
詳
細
な
駆
除

法
に
つ
い
て
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
主
に
螟
虫
と
浮
塵
子
（
う
ん
か
）
に
つ
い
て
の
駆
除
法
に
終
始
し
て
い
る
。

　

ま
ず
「
害
虫
駆
除
」
の
一
般
的
理
念
を
政
府
の
「
予
防
規
則
」
に
触
れ
つ
つ
、
早
期
に
お
け
る
協
同
駆
除
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

○
早
期
駆
除　

苗
段
階
で
の
早
期
悉
皆
駆
除
の
必
要
性

　
「
総
テ
害
虫
ハ
、
其
初
発
ニ
駆
除
ス
レ
ハ
其
労
少
ク
シ
テ
効
多
シ
、
愈
蔓
延
ノ
時
ニ
ハ
労
多
ク
シ
テ
其
功
少
シ
」
と
述
べ
、
そ
れ
は
あ

た
か
も
人
の
病
気
と
一
緒
で
、「
軽
症
ノ
ト
キ
ニ
治
療
ス
レ
ハ
其
病
忽
チ
癒
ヘ
、
重
症
ト
ナ
レ
ハ
医
薬
モ
其
効
ヲ
奏
セ
ザ
ル
カ
如
シ
」
と

述
べ
、
早
期
駆
除
の
必
要
性
を
強
調
す
る
。

　

○
協
同
駆
除　

一
郡
一
村
も
し
く
は
一
区
協
同
し
て
の
駆
除
法
の
実
施

　

① 

一
村
で
の
団
体
化
＝
各
戸
よ
り
何
名
宛
と
し
て
組
織
、
他
村
か
ら
の
入
り
作
の
分
も
加
入
、
頭
割
り
加
入
が
不
可
能
な
場
合
、
代
金

納
。

　

②
組
合
長
の
選
任
＝
無
給
、
篤
志
。

　

③
組
の
編
成
＝
二
〇
〇
人
の
場
合
、
一
組
二
〇
人
、
一
〇
組
の
編
成
。
組
頭
の
選
任
。

　

④
捕
虫
網
の
準
備
。

　

⑤
害
虫
発
生
時
、
駆
除
施
行
。
採
卵
、
捕
虫
網
に
よ
る
駆
除
、
火
炊
き
＝
誘
蛾
に
よ
り
焼
殺
。

　

⑥
特
に
浮
塵
子
の
場
合
、
田
面
に
注
油
。

　

協
同
駆
除
法
に
関
し
て
は
、遠
里
の
種
々
の「
演
説
筆
記
」に
、よ
り
詳
細
な
内
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。例
え
ば
明
治
二
七（
一
八
九
四
）

年
の
和
歌
山
県
内
務
部
発
行
の
『
米
作
改
良
講
話
筆
記（

51
）

』
が
一
つ
の
例
で
あ
る
が
、
遠
里
は
当
初
か
ら
そ
の
協
同
性
を
強
調
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。『
勧
農
新
書
』
初
版
（
明
治
一
〇
年（

52
）

）、
再
版
（
明
治
一
三
年（

53
）

）
で
は
、
害
虫
駆
除
は
項
目
と
し
て
さ
え
あ
が
っ
て
い
な
い
。

（
50
）

（
九
八
三
）
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明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
六
月
の
『
石
川
県
勧
業
月
報
号
外
』
に
収
録
さ
れ
た
「
演
説
筆
記
」
の
な
か
で
「
螟
虫
駆
除
」
に
は
ふ
れ
ら

れ
て
い
る
が
、
協
同
駆
除
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い
。

　

し
か
し
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
刊
行
の
『
農
事
実
益　

日
本
米
麦
改
良
法（

54
）

』
の
「
稲
虫
并
び
に
小
糠
虫
の
駆
除
す
る
法
」
で
は
、

「
村
中
申
合
せ
」
に
よ
っ
て
駆
除
を
お
こ
な
う
必
要
性
を
説
き
、
そ
の
後
遠
里
が
害
虫
駆
除
に
ふ
れ
る
場
合
に
は
、
こ
の
協
同
駆
除
法
を

必
須
項
目
と
し
て
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
一
一
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
真
鍋
の
演
説
に
見
ら
れ

る
協
同
駆
除
法
は
、
同
時
期
の
遠
里
の
「
演
説
筆
記
」
で
展
開
さ
れ
た
駆
除
法
に
沿
っ
た
内
容
と
い
え
る
。

　

以
上
が
、
真
鍋
に
よ
る
勧
業
会
で
の
演
説
お
よ
び
質
疑
応
答
の
主
な
る
内
容
で
あ
っ
た
。
勧
業
会
は
三
日
目
に
あ
た
る
一
一
月
二
四
日

昼
過
ぎ
に
終
了
し
、
午
後
か
ら
は
第
一
回
の
種
苗
交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
。
勧
業
会
で
は
、
今
後
の
対
策
と
し
て
、
一
、
害
虫
協
同
予
防

駆
除
法
の
施
行
、
二
、
蚕
業
講
話
会
実
施
、
三
、
物
産
品
評
会
開
催
と
い
う
三
つ
の
建
議
書
を
郡
長
に
提
出
す
る
こ
と
を
決
議
し
て
い
る
。

　

原
田
勝
三
郎
ら
先
遣
教
師
た
ち
の
長
野
県
下
で
の
活
動
と
実
績
が
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
や
『
信
濃
殖
産
協
会
雑
誌
』
な
ど
で
知
ら
れ
て

い
た
と
し
て
も
、
居
並
ぶ
地
元
の
老
農
的
な
農
民
を
前
に
し
て
、
遠
里
改
良
法
の
総
論
か
ら
各
論
ま
で
そ
の
主
要
部
分
を
演
説
す
る
わ
け

で
あ
る
か
ら
、
い
ま
だ
着
任
後
四
ヶ
月
足
ら
ず
の
真
鍋
に
と
っ
て
は
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

彼
の
演
説
内
容
は
、
総
体
と
し
て
は
遠
里
が
各
地
で
お
こ
な
っ
た
演
説
内
容
を
大
き
く
踏
み
外
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
と
え
話
で

使
う
事
例
な
ど
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
遠
里
が
使
う
も
の
と
同
一
の
も
の
も
あ
り
、
彼
の
意
識
の
な
か
に
は
、
師
で
あ
る
遠
里
か
ら
受
け

た
様
々
な
指
導
を
よ
り
忠
実
に
伝
え
よ
う
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
も
、
彼
は
福
岡
で
蓄
積
し
た
農

事
経
験
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
各
地
で
活
動
す
る
勧
農
社
実
業
教
師
た
ち
の
経
験
も
踏
ま
え
て
、
地
元
の
農
民
た
ち
に
分
り
や
す
く
、
か
つ

丁
寧
に
改
良
法
の
内
容
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
三
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
こ
の
勧
業
会
の
ほ
と
ん
ど
総
て
を
費
や
し
て
、

真
鍋
を
通
し
て
遠
里
改
良
法
の
内
容
を
聴
こ
う
と
し
た
北
安
曇
郡
の
農
民
た
ち
の
改
良
法
取
り
組
み
へ
の
意
気
込
み
も
、
こ
の
勧
業
会
か

（
九
八
二
）



第
五
七
巻  

第
四
号

二
六

ら
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
雰
囲
気
も
明
治
三
〇
年
代
に
入
る
と
急
速
に
減
退
し
、
県
立
農
事
試
験
場
の
開
設
を
頂
点
と
し
て
県
に
お
け
る
農
事
指

導
体
制
の
軸
が
近
代
農
学
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
役
割
が
質
的
に
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
一
二
月
に
開
催
さ
れ
た
北
安
曇
郡
第
一
回
農
会（

55
）

で
は
、
ほ
と
ん
ど
県
立
農
事
試
験
場
の
佐
久

間
場
長
の
演
説
を
聴
く
場
と
な
り
、
真
鍋
は
数
度
発
言
す
る
だ
け
に
終
わ
っ
て
い
る
。
文
字
通
り
こ
の
変
化
は
、
明
治
二
〇
年
代
後
半
に

お
け
る
近
代
農
学
と
老
農
農
法
と
の
同
時
並
行
的
な
導
入
政
策
か
ら
、
近
代
農
学
重
点
化
路
線
へ
の
県
勧
業
政
策
の
転
換
を
象
徴
す
る
一

つ
の
姿
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

第
二
章　

長
野
県
に
お
け
る
勧
業
政
策
の
転
換

　

長
野
県
に
お
け
る
明
治
二
〇
年
代
後
半
で
の
勧
業
政
策
の
あ
り
方
は
、
稲
作
に
お
い
て
は
林
遠
里
と
勧
農
社
実
業
教
師
の
招
聘
に
重
点

が
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
け
っ
し
て
老
農
農
法
一
辺
倒
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
一
方
で
近
代
農
学
士
た
ち
を
積
極
的
に

招
聘
し
つ
つ
、
種
々
の
政
策
を
立
案
し
て
い
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
か
っ
た
。

　
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
お
よ
び
『
信
濃
殖
産
協
会
雑
誌
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
記
事
か
ら
、
近
代
農
学
士
関
連
の
事
項
を
中
心
に
年
表
風

に
ま
と
め
た
。

　

第
１
表
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
近
代
農
学
士
た
ち
の
招
聘
と
、
彼
ら
の
議
論
を
基
礎
と
し
た
勧
業
政
策
が
一
方
で
は
推
進
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
老
農
的
改
良
方
向
と
近
代
農
学
的
改
良
方
向
の
並
存
と
い
っ
た
県
勧
業
政

策
の
あ
り
方
も
、
浅
田
徳
則
知
事
が
新
潟
県
知
事
と
し
て
転
任
す
る
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
二
月
前
後
頃
か
ら
、
後
者
の
方
向
を
軸

に
据
え
た
政
策
（
県
立
農
事
試
験
場
と
農
会
を
軸
に
し
た
農
事
指
導
体
制
）
へ
と
大
き
く
転
換
す
る
こ
と
に
な
る
。『
信
濃
毎
日
新
聞（

56
）

』
は
次
の

（
九
八
一
）



長
野
県
に
お
け
る
勧
農
社
実
業
教
師
真
鍋
猪
之
吉
の
活
動
（
西
村　

卓
）

二
七　

年　

月　

日

場　
　
　

所

記　
　
　

事

典　

拠　

資　

料

明
治
26
年
12
月
７
日

更
級
、
上
伊
那
両
郡

農
事
試
験
場
技
手
農
学
士
原
田
清
太
郎
、
両
郡
巡
回
、
講
話
。（
原

田
・
清
水
同
伴
）

殖
産
４
、５
、６

同　

27
年
10
月
４
日

下
伊
那
郡

西
ヶ
原
農
事
試
験
場
長
澤
野
技
師
、
飯
田
町
勧
業
会
で
講
話
（
四

〜
六
日
）、
遠
里
農
法
批
判
。

同
右
11
、
12
、
13

同　

27
年
11
月
16
日

西
筑
摩
郡

同
郡
第
四
回
勧
業
会
で
、
農
商
務
省
技
師
松
永
伍
作
氏
蚕
業
に
つ

い
て
の
講
話
、
〜
二
〇
日
。

同
右
12

同　

28
年
３
月

西
筑
摩
郡

同
郡
読
書
村
他
二
村
で
、
農
商
務
省
技
手
兼
農
事
試
験
場
技
手
船

津
伝
次
平
講
話
、
遠
里
批
判
。

同
右
23
、
24
、
25
、
26
、
27

同　

28
年
３
月

西
筑
摩
郡

船
津
講
話
中
、
稲
作
の
話
の
と
こ
ろ
で
、
勧
農
社
員
井
出
辰
次
郎

に
実
地
に
付
き
習
え
と
言
及
。

同
右
27

同　

28
年
３
月
26
日

南
佐
久
郡

帝
国
農
家
一
致
結
合
南
佐
久
集
談
会
に
農
商
務
省
技
師
補
石
山
勝

太
郎
、
同
技
手
船
津
伝
治
平
招
聘
。

信
毎
、
殖
産
34
、
35

同　

28
年
４
月

上
伊
那
郡

簡
易
農
学
校
を
設
立
、
校
長
と
し
て
堀
尾
農
学
士
。

信　

毎

同　

28
年
６
月

小
県
郡

同
郡
蚕
業
学
校
講
師
に
農
学
士
三
宅
艦
吉
聘
用
（
前
福
岡
県
勧
業

試
験
場
技
師
）。

同　

右

同　

28
年
８
月
13
日

長
野
県
飯
田
町

飯
田
の
農
談
会
を
同
町
学
校
内
に
開
会
、
上
伊
那
実
業
学
校
教
授

農
学
士
寺
尾
氏
出
演
。

同　

右

第
１
表　

長
野
県
に
お
け
る
近
代
農
学
側
の
動
き

（
九
八
〇
）



第
五
七
巻  

第
四
号

二
八

同　

28
年
８
月
14
日

同
右

同
右

同　

右

同　

28
年
11
月

北
安
曇
郡
大
町

農
商
務
技
手
・
農
学
士
本
多
岩
次
郎
蚕
業
上
の
講
話
、
三
日
間
。

殖
産
25

同　

28
年
12
月
１
日

西
筑
摩
郡

同
郡
第
五
回
勧
業
会
で
、
農
事
試
験
場
技
師
農
学
士
原
田
清
太
郎

が
講
話
、
〜
五
日
。

同
右
25
、
34

同　

29
年
１
月
13
日

上
高
井
郡

農
事
試
験
場
技
手
・
農
学
士
矢
崎
亥
八
が
郡
内
五
ヶ
所
に
て
農
事

談
話
会
、
一
三
日
よ
り
一
週
間
。

信　

毎

同　

29
年
２
月

下
伊
那
郡

同
郡
農
事
試
験
所
長
に
茨
城
師
範
学
校
教
諭
農
学
士
阿
部
氏
を
聘

用
予
定
。

同　

右

同　

29
年
９
月
15
日

長
野
県

農
会
準
則
制
定
（
長
野
県
令
第
四
〇
号
）。

殖
産
34

同　

30
年
２
月
25
日

上
高
井
郡
、
県
北
各
郡

農
事
試
験
場
技
師
・
農
学
士
森
要
太
郎
、
二
六
日
〜
三
月
一
一
日

上
高
井
、
一
二
日
以
降
県
北
各
郡
巡
回
講
話
。

同
右
39

同　

30
年
３
月
２
日

西
筑
摩
郡

西
ヶ
原
蚕
業
講
習
所
技
手
石
渡
招
聘
、
講
話
。
二
週
間
の
予
定
。

同
右
39
、
40

同　

30
年
４
月

下
伊
那
郡

西
ヶ
原
蚕
業
試
験
場
長
練
木
技
師
、
同
研
究
員
本
多
・
松
永
の
う

ち
一
人
、
郡
内
巡
回
講
話
予
定
。

同
右
39

同　

30
年
５
月

長
野
県

県
立
農
事
試
験
場
長
聘
用
予
定
。

信　

毎

同　

30
年
５
月
28
日

長
野
県

県
立
農
事
試
験
場
長
佐
久
間
氏
、
試
験
場
候
補
地
た
る
上
水
内
郡

大
豆
島
三
輪
を
視
察
。

信　

毎

（
九
七
九
）



長
野
県
に
お
け
る
勧
農
社
実
業
教
師
真
鍋
猪
之
吉
の
活
動
（
西
村　

卓
）

二
九　

同　

30
年
６
月
４
日

長
野
県

農
事
試
験
場
規
則
が
制
定
さ
れ
る
。

信　

毎

同　

30
年
６
月
５
日

長
野
県

県
下
町
村
農
会
現
数
（
268
町
村
中
152
町
村
、
57
％
）。

殖
産
42

同　

30
年
６
月

上
水
内
郡

農
事
試
験
場
を
上
水
内
郡
芹
田
村
字
中
御
所
に
決
定
。

信　

毎

（
注
）
殖
産
は
『
信
濃
殖
産
協
会
雑
誌
』、
数
字
は
そ
の
号
数
で
あ
る
。
信
毎
は
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
を
さ
す
。

よ
う
に
伝
え
る
。

　

 

○
知
事
更
迭
と
県
立
農
事
試
験
場　

浅
田
前
知
事
が
計
画
に
係
れ
る
県
立
農
事
試
験
場
は
、
不
日
勧
業
諮
問
会
の
協
議
に
か
け
ん
と

す
る
間
際
に
知
事
の
交
代
あ
り
た
る
に
付
、
其
成
行
如
何
あ
ら
ん
か
と
心
配
す
る
も
の
も
あ
る
由
な
る
が
、
側
に
聞
く
処
に
拠
れ
ば
、

之
も
引
継
事
務
中
の
一
に
在
る
は
勿
論
、
前
知
事
は
本
県
農
事
改
良
事
業
の
由
来
を
詳
記
し
、
之
が
設
立
の
必
要
に
迫
ら
れ
居
る
理
由

を
附
し
て
、
新
任
高
崎
知
事
に
引
継
ぐ
筈
な
り
と
云
ひ
、
又
退
い
て
県
下
農
事
の
実
況
を
観
察
す
れ
ば
、
米
麦
作
改
良
法
を
郡
の
事
業

と
為
せ
る
も
の
十
四
郡
に
達
し
、
殊
に
下
伊
那
の
如
き
は
已
に
農
事
試
験
場
を
設
立
せ
る
□
□
、
此
他
の
郡
も
追
々
に
農
事
試
験
場
を

設
立
す
る
に
至
る
べ
く
、
中
央
農
事
試
験
場
と
郡
立
農
事
試
験
場
と
の
中
間
に
立
て
気
脈
を
通
じ
、
之
が
効
用
の
完
き
を
計
る
上
よ
り

見
る
も
、
県
立
農
事
試
験
場
は
必
要
な
る
に
付
（
中
央
農
事
試
験
場
の
試
験
に
係
る
も
の
は
、
各
地
方
試
験
場
の
材
料
と
し
て
与
ふ
る
目
的
に
属

す
る
も
の
多
く
、
直
に
之
を
各
地
方
に
実
行
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
も
の
少
な
し
と
せ
ず
故
に
、
中
央
試
験
場
に
て
試
験
せ
る
も
の
を
県
立
試
験
場
に
て

再
び
試
験
し
、
風
土
上
の
関
係
を
も
研
究
し
て
後
之
を
実
行
す
べ
き
に
付
、
県
立
試
験
場
の
郡
立
試
験
場
若
し
く
は
農
民
と
の
中
間
に
立
つ
は
、
改
良

方
法
の
順
序
上
よ
り
も
必
要
な
り
と
）、
新
任
知
事
に
於
て
も
多
分
其
方
針
を
変
ず
る
こ
と
な
く
進
む
る
な
ら
ん
と
云
ふ
、
又
之
が
経
費
は

細
密
の
調
査
に
依
る
に
、
金
三
千
円
あ
れ
ば
足
る
可
く
、
創
立
費
を
併
せ
て
も
五
千
円
な
れ
ば
充
分
な
り
と
云
へ
り

（
九
七
八
）



第
五
七
巻  

第
四
号

三
〇

　

こ
の
状
況
は
、
じ
わ
じ
わ
と
勧
農
社
実
業
教
師
の
諸
活
動
へ
の
県
勧
業
界
か
ら
の
注
文
と
し
て
現
れ
だ
す
の
で
あ
る
。『
信
濃
毎
日
新

聞（
57
）

』
は
社
説
と
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
　
　

米
麦
の
改
良
作
に
付
て

　

江
南
の
橘
之
を
江
北
に
移
せ
ば
枳
と
為
る
も
の
、
風
土
気
候
の
異
る
も
の
有
れ
ば
也
。

　

 

老
農
林
遠
里
翁
の
改
良
法
、
農
理
に
合
ひ
実
地
に
適
す
、
故
に
福
岡
を
初
め
同
地
方
に
於
て
は
、
嘖
々
改
良
増
収
の
効
能
を
称
せ
ら
る
。

然
れ
ど
も
、
之
を
我
信
濃
に
試
む
る
に
付
て
は
、
須
ら
く
気
候
の
寒
喧
、
土
壌
の
肥
瘠
等
を
対
査
し
、
適
応
の
斟
酌
を
加
へ
ず
ん
ば
、

万
一
に
も
失
敗
無
き
を
期
し
得
ざ
る
可
し
。

　

 

該
改
良
法
を
用
ひ
て
以
来
既
に
三
年
。
好
果
を
収
め
た
る
所
も
有
れ
ば
、
失
敗
し
た
る
土
地
も
無
き
に
非
ず
。
而
し
て
其
最
も
思
ふ
存

分
な
る
増
収
を
得
た
る
分
は
、
経
験
の
結
果
、
該
改
良
作
の
精
神
を
採
り
、
県
下
の
実
地
に
適
す
る
様
に
斟
酌
折
衷
し
た
る
改
良
作
に

在
り
と
は
、
某
改
良
率
先
家
の
談
な
る
が
、
如
何
に
も
左
も
有
る
べ
き
こ
と
ゝ
思
ふ
。

　

 

故
に
吾
人
は
、
各
郡
の
農
事
改
良
教
師
諸
君
に
向
ひ
、
徒
に
師
の
法
を
死
守
し
て
杓
子
定
規
に
陥
る
こ
と
無
く
、
各
地
方
実
際
の
気
候

風
土
に
応
じ
て
、
該
法
を
加
減
折
衷
し
、
以
て
林
翁
の
精
神
を
全
ふ
せ
ん
こ
と
を
望
み
、（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
、
以
下
同
じ
）
作
主
自
身

も
亦
此
考
を
持
ち
て
熱
心
事
に
当
り
、
改
良
増
収
の
凱
歌
を
揚
ぐ
る
に
至
ら
ん
こ
と
を
勧
告
す
。

　

お
そ
ら
く
こ
の
社
説
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
事
実
と
し
て
、
遠
里
改
良
法
に
よ
る
県
下
で
の
少
な
か
ら
ざ
る
「
失
敗
」
が
あ
る
で
あ
ろ

う
。
遠
里
の
農
法
を
、
派
遣
先
で
そ
の
「
風
土
」
を
斟
酌
せ
ず
に
、「
杓
子
定
規
」
に
試
作
す
る
教
師
た
ち
へ
の
警
告
で
あ
る
こ
と
は
否

め
な
い
が
、
遠
里
改
良
法
へ
の
全
面
的
な
否
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
各
地
で
の
風
土
を
斟
酌
し
、
そ
の
適
応
を
加
減
し
、
在
来

的
な
技
術
と
の
折
衷
を
追
求
す
る
こ
と
こ
そ
「
林
翁
の
精
神
」
を
全
う
す
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ
る
。
当
然
と
い
え
ば
当
然
で
あ
る
が
、

（
九
七
七
）
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一　

こ
の
主
張
は
、
県
下
に
お
い
て
自
前
の
改
良
教
師
養
成
の
主
張
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
。
同
じ
く
『
信
濃
毎
日
新
聞（

58
）

』
は
そ
の
社
説
で
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　

農
事
改
良
教
師
を
養
成
す
可
し

　

 

今
や
各
郡
農
事
改
良
計
画
の
実
施
せ
ら
る
ゝ
に
付
、
何
れ
も
其
教
師
を
福
岡
な
る
勧
農
社
よ
り
聘
す
る
こ
と
な
る
が
、
斯
く
て
は
費
用

も
多
き
を
要
す
る
の
み
な
ら
ず
、
福
岡
と
本
県
と
は
気
候
風
土
の
差
有
り
、
該
県
に
て
習
得
し
た
る
も
の
、
直
に
本
県
に
応
用
し
難
き

も
の
有
る
を
以
て
、
既
往
は
拠
ろ
無
と
す
る
も
、
爾
後
は
本
県
に
於
て
右
改
良
教
師
を
養
成
し
、
各
地
の
需
用
に
応
ず
る
こ
と
ゝ
為
さ

ん
こ
と
を
望
む
。

　

 （
中
略
）
本
県
人
を
用
ゐ
て
農
事
改
良
教
師
を
仕
立
つ
る
こ
と
は
今
日
の
急
務
な
れ
ば
、
吾
人
は
今
後
続
々
養
成
し
て
彼
の
蚕
業
習
得

生
が
、
各
其
地
方
に
在
り
て
蚕
種
の
検
査
を
初
め
、
当
業
の
改
良
進
歩
に
益
を
与
え
つ
ゝ
有
る
が
如
く
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
望
む
。

　

 

而
し
て
養
成
の
方
法
に
付
て
は
、
県
立
農
事
試
験
場
を
設
る
が
如
き
最
も
可
な
り
。
貸
費
生
を
募
り
、
中
央
農
事
試
験
場
に
派
遣
す
る

も
可
な
り
。
或
は
上
伊
那
の
簡
易
農
学
校
若
く
は
下
伊
那
の
農
事
試
験
場
に
多
く
の
補
助
費
を
与
へ
、
一
層
規
模
を
完
全
な
ら
し
め
、

其
卒
業
生
を
教
師
に
任
用
す
る
が
如
き
も
一
策
な
ら
ん
。

　

 

要
す
る
に
、
養
成
方
法
は
適
宜
の
策
を
択
む
こ
と
と
し
、
兎
に
角
農
事
の
改
良
を
盛
に
す
る
に
付
て
は
、
其
原
動
器
た
る
べ
き
教
師
を

造
成
す
る
こ
と
必
要
に
し
て
、
爾
も
事
は
焦
眉
の
急
を
要
す
る
を
以
て
、
速
に
此
計
画
書
を
見
ん
こ
と
を
望
む
。

　

農
事
改
良
教
師
を
外
部
か
ら
招
聘
す
る
場
合
、
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
、
さ
ら
に
彼
ら
の
伝
習
す
る
技
術
内
容
が
「
気
候
風
土
」

の
異
な
る
地
方
で
習
得
し
た
も
の
で
あ
り
、
直
ち
に
長
野
県
下
で
適
応
し
が
た
い
こ
と
か
ら
、「
本
県
人
」
教
師
の
養
成
が
必
要
で
あ
る

と
説
く
の
で
あ
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
県
立
農
事
試
験
場
を
設
置
し
、「
貸
費
生
」
を
募
集
し
、
彼
ら
を
中
央
の
農
事
試
験
場
に
派
遣

（
九
七
六
）
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し
技
術
習
得
さ
せ
る
こ
と
、
あ
る
い
は
上
伊
那
、
下
伊
那
郡
に
設
立
さ
れ
た
簡
易
農
学
校
や
農
事
試
験
場
へ
補
助
金
を
与
え
、
教
師
養
成

機
関
と
し
て
整
備
し
、
こ
の
卒
業
生
を
県
下
農
事
改
良
教
師
と
し
て
任
用
す
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
県

立
の
農
事
試
験
場
の
設
立
が
、
今
後
の
県
勧
業
政
策
の
一
つ
の
柱
と
し
て
熱
望
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
し
、
実
際
そ
の
方
向
へ
と
大

き
く
シ
フ
ト
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

そ
の
転
換
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
清
水
三
男
熊
県
属
（
県
勧
業
当
局
に
よ
る
遠
里
稲
作
改
良
法
の
導
入
・
普
及
の
窓
口
で
あ
り
、
推
進
者
で
も

あ
っ
た
）
の
次
の
発
言
は
、
勧
農
社
実
業
教
師
へ
の
厳
し
い
注
文
を
含
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
二
月
二
二
日
よ

り
開
催
さ
れ
た
「
農
事
教
師
打
合
会
」
に
お
け
る
清
水
の
発
言
を
、『
信
濃
毎
日
新
聞（

59
）

』
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　

 

○
農
事
教
師
打
合
会　

予
期
せ
し
如
く
県
下
各
郡
の
農
事
教
師
は
、
去
二
十
一
日
よ
り
上
田
町
字
海
野
町
菱
屋
に
於
て
打
合
会
を
開
き

た
り
、
会
す
る
者
十
二
名
、
当
日
は
来
着
の
遅
延
せ
し
も
の
多
き
に
よ
り
議
事
に
至
ら
ず
、
翌
二
十
二
日
開
会
、
清
水
県
属
臨
席
し
て

来
年
度
よ
り
農
事
試
験
場
設
置
す
る
こ
と
と
な
る
時
は
、
諸
君
の
農
事
上
に
於
け
る
所
論
と
試
験
場
に
て
言
ふ
所
と
は
或
は
一
致
し
が

た
き
こ
と
往
々
あ
る
べ
く
し
て
、
若
し
衝
突
す
る
が
如
き
あ
ら
ん
か
、
農
事
に
及
ぼ
す
弊
害
之
に
過
る
な
し
、
故
に
互
い
に
誘
導
啓
発

相
補
翼
し
て
、
斯
業
に
勉
め
ら
れ
ん
こ
と
を
請
ふ
と
陳
べ
、
昨
、
今
両
日
は
会
員
互
ひ
に
昨
年
中
実
験
し
た
る
農
作
上
の
疑
問
を
考
究

す
る
筈
な
り
し
と
云
ふ

　

清
水
県
属
に
関
し
て
、
長
野
県
下
に
遠
里
稲
作
改
良
法
を
導
入
す
る
に
当
っ
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
拙
著
で
逐
一

述
べ
て
い
る
が（

60
）

、
こ
の
協
議
会
で
の
彼
の
議
論
は
、
県
勧
業
政
策
の
転
換
の
な
か
で
勧
農
社
実
業
教
師
た
ち
の
琴
線
に
触
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
れ
ま
で
の
絶
大
な
支
持
者
と
し
て
影
と
な
り
日
向
と
な
っ
て
実
業
教
師
た
ち
の
活
動
を
見
て
い
た

人
物
が
、
近
代
農
学
と
「
互
い
に
誘
導
啓
発
補
翼
」
す
る
こ
と
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

（
九
七
五
）
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野
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三
三　

　

翌
年
、
三
月
一
五
日
か
ら
一
七
日
に
か
け
て
開
催
さ
れ
た
協
議
会
は
、
そ
の
方
向
性
を
決
定
付
け
る
よ
う
に
、
上
水
内
郡
芹
田
村
に
設

置
さ
れ
た
県
立
農
事
試
験
場
に
お
い
て
会
頭
を
佐
久
間
場
長
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。『
信
濃
毎
日
新
聞（

61
）

』
は
次
の
よ
う
に
伝
え
る
。

　

 

○
県
下
農
事
教
手
の
協
議
会
に
就
て　

県
立
農
事
試
験
場
内
に
県
下
各
郡
の
農
事
改
良
教
手
招
集
し
て
協
議
会
を
開
き
た
る
は
、
実
に

今
回
を
以
て
嚆
矢
と
す
、
遠
き
南
信
地
方
よ
り
数
日
を
費
し
て
態
々
来
会
す
る
は
随
分
苦
労
な
り
と
雖
も
、
之
が
た
め
に
各
自
の
益
す

る
所
は
決
し
て
尠
々
と
為
さ
ゞ
る
べ
し
、
回
顧
す
れ
ば
本
県
下
に
普
通
農
事
の
改
良
を
企
て
た
る
は
浅
田
知
事
の
時
代
に
し
て
、
当
時

先
づ
県
に
農
事
改
良
教
師
を
置
き
て
試
作
に
着
手
し
、
模
範
を
示
し
て
以
て
各
郡
を
奨
励
し
、
爾
後
各
郡
と
も
漸
次
に
改
良
教
手
を
雇

入
れ
、
郡
の
事
業
と
し
て
普
通
農
事
の
改
良
を
行
ふ
に
至
り
た
る
に
付
、
県
の
教
師
を
廃
し
て
県
立
農
事
試
験
場
を
設
置
せ
る
も
の
に

し
て
、
県
立
農
事
試
験
場
と
各
郡
改
良
教
手
と
各
試
作
人
と
の
間
は
、
常
に
気
脈
を
通
ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
此
三
者
能
く
気
脈
を
通
じ

て
相
研
究
し
、
相
琢
磨
し
、
疑
義
あ
れ
ば
則
ち
質
し
、
利
益
あ
れ
ば
則
ち
教
え
、
恰
も
一
団
体
の
如
く
な
し
て
、
而
し
て
後
始
め
て
県

下
普
通
農
事
の
改
良
を
期
し
得
べ
き
な
り
、
故
に
少
な
く
と
も
県
下
各
郡
の
教
手
は
年
二
回
位
は
来
集
し
て
協
議
会
を
開
く
の
必
要
あ

り
、
聞
く
が
如
き
大
抵
の
郡
に
て
は
、
此
協
議
会
に
出
席
の
費
用
を
置
か
ざ
る
由
な
る
が
（
従
来
は
此
会
の
催
し
な
か
り
し
に
付
、
之
が
費

用
の
無
き
は
恠
む
に
た
ら
ざ
る
も
）、
一
回
一
人
分
十
円
前
後
に
て
足
る
べ
け
れ
ば
、
各
郡
と
も
今
後
は
此
費
用
を
支
出
し
、
各
教
手
を
し

て
充
分
に
協
議
す
る
所
あ
ら
し
め
た
き
も
の
な
り

　

浅
田
徳
則
知
事
の
時
代
に
普
通
農
事
（
主
に
稲
作
）
の
改
良
の
た
め
、
は
じ
め
て
農
事
改
良
教
師
を
招
聘
し
、
試
験
田
を
設
置
し
、
試

作
指
導
し
、
そ
の
後
各
郡
で
も
教
師
を
招
聘
し
、
郡
レ
ベ
ル
で
の
き
め
の
細
か
い
改
良
法
の
導
入
普
及
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
県
直
雇
い

の
教
師
を
廃
止
し
、
そ
れ
ま
で
の
役
割
を
県
立
農
事
試
験
場
が
代
替
し
、
各
郡
下
で
の
教
師
た
ち
は
、
試
作
人
と
と
も
に
三
者
が
気
脈
を

通
じ
て
一
丸
と
な
っ
て
普
通
農
事
の
改
良
に
当
る
べ
き
だ
と
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
県
雇
い
教
師―

郡
雇
い
教
師―

試
作
人
と
い

（
九
七
四
）
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う
指
導
体
制
か
ら
、
県
立
農
事
試
験
場―

郡
雇
い
教
師―

試
作
人
と
い
っ
た
指
導
体
制
へ
の
転
換
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
遠
里
改
良
法

の
コ
ア
の
一
つ
と
も
い
う
べ
き
「
寒
水
浸
し
法
」
の
留
保
（
実
質
的
な
放
棄
）、
塩
水
選
の
公
認
と
し
て
こ
の
場
で
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
よ

う
に（

62
）

、
こ
の
協
議
会
は
、
文
字
通
り
、
県
勧
業
政
策
の
公
認
の
技
術
体
系
と
し
て
遠
里
改
良
法
の
放
棄
を
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

　
「
長
野
県
の
勧
業
政
策
が
全
体
と
し
て
老
農
型
の
農
事
指
導
体
制
か
ら
農
事
試
験
場
型
の
そ
れ
へ
と
大
き
く
シ
フ
ト
し
て
い
く
な
か

で
、
彼
ら
が
農
事
試
験
場
を
頂
点
と
し
て
、
村―

郡―

県
各
レ
ベ
ル
で
創
設
さ
れ
た
系
統
農
会
を
通
し
た
農
事
指
導
体
制
の
な
か
に
実
質

的
に
同
化
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
さ
ら
に
、
彼
ら
が
一
つ
の
体
系
だ
っ
た
遠
里
改
良
法
の
普
及
者
と
し

て
そ
の
役
割
を
終
え
た
こ
と
も
意
味
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
熟
練
し
た
福
岡
の
農
業
者
と
し
て
自
ら
の
手
腕
を
発
揮
し
て
、
新

た
な
農
業
指
導
者
に
衣
替
え
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る（

63
）

」。
勧
農
社
実
業
教
師
た
ち
は
こ
の
事
態
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

抱
き
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で
い
く
。
真
鍋
猪
之
吉
も
そ
の
一
人
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　

第
三
章　

園
芸
家
真
鍋
猪
之
吉

　
「
は
じ
め
に
」
で
も
引
用
し
た
よ
う
に
、真
鍋
猪
之
吉
は
「
信
州
リ
ン
ゴ
の
開
発
者
」
と
し
て
長
野
県
で
は
認
知
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

林
遠
里
の
薫
陶
を
受
け
て
、
勧
農
社
実
業
教
師
と
し
て
二
〇
歳
代
前
半
の
若
さ
で
長
野
県
に
派
遣
さ
れ
た
彼
は
、
第
一
章
で
見
た
よ
う
に
、

当
初
は
遠
里
稲
作
改
良
法
の
伝
習
者
と
し
て
県
下
普
通
農
事
の
改
良
に
奮
闘
し
た
の
で
あ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
な
県
勧
業
政
策
の
転
換
の
な
か
で
、
県
下
派
遣
実
業
教
師
た
ち
は
、
福
岡
県
に
帰
っ
た
教
師
も
い
れ
ば（

64
）

、
他
県
の
農
事

試
験
場
の
技
手
と
し
て
赴
任
し
た
も
の
も
お
り（

65
）

、
ま
た
、
新
た
な
県
勧
業
行
政
の
傘
下
に
入
り
、
引
き
続
き
普
通
農
事
改
良
の
た
め
に
巡

回
教
師
と
し
て
県
下
各
郡
に
残
っ
た
教
師
た
ち
も
少
な
か
ら
ず
い
た
の
で
あ
る
。
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
の
『
信
濃
毎
日
新
聞（

66
）

』
が

伝
え
る
「
本
県
辞
令
」
に
は
、
各
郡
巡
回
教
師
に
任
用
す
る
と
し
て
、
森
下
岩
吉
（
南
佐
久
郡
）、
小
嶋
常
次
郎
（
諏
訪
郡
）、
井
出
辰
次
郎

（
九
七
三
）



長
野
県
に
お
け
る
勧
農
社
実
業
教
師
真
鍋
猪
之
吉
の
活
動
（
西
村　

卓
）

三
五　

（
西
筑
摩
郡
）、
真
鍋
猪
之
吉
（
北
安
曇
郡
）、
高
田
久
次
（
北
安
曇
郡
）、
原
田
勝
三
郎
（
更
級
郡
）、
大
神
長
次
郎
（
更
級
郡
）、
蓑
田
友
吉
（
上

高
井
郡
）、
品
川
保
右
衛
門
（
上
水
内
郡
）、
坂
本
麻
太
郎
（
上
水
内
郡
）、
筒
井
平
七
（
下
水
内
郡
）
の
勧
農
社
実
業
教
師
が
書
き
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
う
ち
品
川
は
拙
著
で
も
触
れ
た
よ
う
に（

67
）

、
大
正
期
ま
で
教
師
と
し
て
二
七
年
間
も
任
用
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
真
鍋
猪
之
吉
は
北
安
曇
郡
巡
回
教
師
を
辞
し
た
あ
と
は
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
下
水
内
郡
へ
転
任
し
、

さ
ら
に
そ
の
の
ち
下
伊
那
・
上
水
内
両
郡
へ
転
任
し
、
明
治
四
二
年
（
一
九
〇
九
）
七
月
に
巡
回
教
師
と
し
て
の
職
を
辞
し
た
と
さ
れ
て

い
る（

68
）

。
そ
の
理
由
は
知
り
得
な
い
が
、
そ
の
辞
職
と
同
時
に
、
彼
は
、
当
時
の
上
水
内
郡
長
紀
浦
次
郎
、
模
範
村
長
西
筑
摩
郡
山
口
村
宮

下
虎
三
ら
と
協
力
し
て
、
長
野
市
上
松
に
和
合
果
樹
園
を
創
設
し
、
リ
ン
ゴ
栽
培
と
そ
の
改
良
に
邁
進
す
る
こ
と
に
な
る（

69
）

。
長
野
県
に
お

け
る
リ
ン
ゴ
栽
培
の
沿
革
に
つ
い
て
、『
長
野
県
の
園
芸（

70
）

』
で
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

 

本
県
に
あ
り
て
は
、
明
治
十
二
年
頃
勧
業
試
作
場
あ
り
て
、
盛
ん
に
各
種
作
物
を
試
作
せ
し
こ
と
あ
り
。
当
時
本
勧
業
課
よ
り
特
志
家

に
限
り
二
、三
本
宛
交
附
さ
れ
た
る
も
の
な
り
。
之
れ
即
ち
苹
果
栽
培
の
起
原
な
り
と
す
。
勿
論
品
質
の
優
劣
、
結
実
の
良
否
等
更
に

知
る
由
も
な
く
、唯
苹
果
に
過
ず
。
以
来
遅
々
と
し
て
不
振
な
り
し
も
、明
治
三
十
年
頃
よ
り
多
少
栽
培
を
試
み
る
に
至
り
、其
の
結
果
、

倭
錦
は
樹
勢
強
健
に
し
て
結
実
又
良
好
な
れ
ば
、
相
当
有
利
な
る
を
認
め
、
明
治
四
十
年
前
後
急
激
に
増
加
せ
し
な
り
。
右
の
如
き
状

態
な
れ
ば
、倭
錦
を
栽
培
す
る
も
の
最
も
多
く
、柳
玉
之
に
次
ぎ
、其
の
他
の
品
種
は
極
め
て
少
数
な
り
き
。
爾
後
大
正
七
年
に
至
る
間
、

順
調
な
る
発
展
を
辿
り
し
も
、
大
正
七
年
秋
よ
り
九
年
に
至
る
間
、
経
済
界
の
一
大
変
動
に
伴
ひ
、
養
蚕
業
頓
に
有
利
と
な
り
、
将
に

結
実
樹
齢
に
達
せ
ん
と
す
る
苹
樹
は
伐
採
さ
れ
、
桑
園
に
転
換
す
る
も
の
続
出
し
、
一
時
栽
培
面
積
減
少
さ
れ
た
り
。
其
の
後
蚕
業
の

不
振
に
比
し
、
苹
果
は
好
況
時
代
の
価
格
を
維
持
せ
し
が
為
、
再
苹
樹
を
栽
培
し
、
以
て
今
日
の
如
く
県
下
約
五
百
五
十
町
歩
の
栽
培

反
別
を
算
す
る
に
至
れ
り
。

（
九
七
二
）



第
五
七
巻  

第
四
号

三
六

　

明
治
一
二
年
（
一
八
七
八
）
と
い
え
ば
、
中
央
の
勧
業
政
策
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
西
洋
農
業
の
直
輸
入
的
政
策
が
継
続
し
て
お
り
、

外
来
品
種
や
外
来
作
物
の
輸
入
・
全
国
試
験
場
へ
の
頒
布
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
長
野
県
で
は
そ
の
一
環
と
し
て
苹
果（
リ

ン
ゴ
）
の
栽
培
が
試
験
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
後
は
明
治
三
〇
年
頃
ま
で
そ
の
普
及
は
遅
々
と
し
て
進

ま
な
か
っ
た
が
、「
倭
錦
」
種
の
開
発
、
そ
の
栽
培
普
及
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
栽
培
面
積
は
四
〇
年
前
後
か
ら
急
速
に
拡
大
し
た
と
い

う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
時
期
、
真
鍋
は
諸
郡
で
の
巡
回
教
師
を
辞
し
新
た
な
道
を
模
索
し
て
お
り
、
推
察
す
る
に
、
県
下
で
の
リ
ン
ゴ
栽
培
の
可
能
性
と

そ
の
試
作
に
目
を
向
け
情
熱
を
傾
け
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　

前
述
の
『
長
野
県
の
園
芸
』
に
は
、「
苹
果
収
支
調
査
」
と
し
て
「
長
野
県
上
松
和
合
果
樹
園
（
園
主
真
鍋
猪
之
吉
氏
）」
に
つ
い
て
の

内
容
が
最
初
に
掲
載
さ
れ
て
い
る（

71
）

。
同
果
樹
園
の
概
略
と
し
て
「
善
光
寺
よ
り
北
東
二
十
丁
、
長
野
市
上
松
区
和
合
に
在
り
、
傾
斜
地
栽

培
に
し
て
、
面
積
約
十
町
歩
あ
り
て
、
本
県
第
一
の
大
果
樹
園
た
り
、
栽
培
品
種
、
紅
玉
・
倭
錦
・
国
光
・
祝
を
主
と
す
、
土
壌
礫
壌
土

な
り
」
と
記
述
し
て
お
り
、
昭
和
二
、三
年
頃
の
同
果
樹
園
が
一
〇
町
歩
の
面
積
で
あ
り
、
長
野
県
下
第
一
の
規
模
を
誇
る
と
し
て
い
る
。

　

収
支
と
し
て
は
、反
当
り
支
出
一
一
八
円
二
五
銭
（
肥
料
代
‥
二
五
円
二
〇
銭
、施
肥
人
夫
男
三
人
‥
三
円
六
〇
銭
、剪
定
男
二
人
‥
二
円
四
〇
銭
、

摘
果
男
三
人
‥
三
円
六
〇
銭
、
小
袋
掛
男
二
人
女
二
人
‥
六
円
三
〇
銭
、
大
袋
掛
賃
‥
五
円
九
五
銭
、
大
袋
代
‥
三
円
八
三
銭
、
小
袋
代
‥
二
円
四
三
銭
、

中
耕
及
除
草
男
二
人
女
二
人
‥
四
円
、
薬
剤
費
‥
一
八
円
五
〇
銭
、
薬
剤
散
布
人
夫
男
三
人
‥
四
円
六
〇
銭
、
袋
取
り
男
一
人
女
一
人
‥
一
円
八
〇
銭
、

収
穫
及
運
搬
男
二
人
二
分
‥
二
円
六
四
銭
、
選
果
及
県
外
出
荷
荷
造
運
搬
人
夫
男
一
〇
人
五
分
‥
一
二
円
六
〇
銭
、
落
葉
片
付
女
一
人
‥
八
〇
銭
、
農
具

損
料
‥
三
円
、
雑
費
‥
四
円
、
公
課
諸
掛
‥
一
三
円
）、
収
入
二
七
三
円
五
〇
銭
（
果
実
一
等
品
‥
二
二
一
円
、
同
二
等
品
‥
四
八
円
、
同
三
等
品
‥

四
円
五
〇
銭
）、
差
引
き
一
五
五
円
二
五
銭
の
「
益
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
「
備
考
」
と
し
て
「
本
園
は
大
面
積
に
不
拘
、
堆
肥
を
多
量
に

施
用
す
る
様
努
め
つ
ゝ
あ
り
」
と
記
し
て
い
る
。

　

明
治
四
十
年
代
初
頭
に
リ
ン
ゴ
栽
培
に
着
手
し
、
二
〇
年
足
ら
ず
の
間
に
「
本
県
第
一
の
大
果
樹
園
」
と
ま
で
評
さ
れ
る
成
功
を
お
さ

（
九
七
一
）



長
野
県
に
お
け
る
勧
農
社
実
業
教
師
真
鍋
猪
之
吉
の
活
動
（
西
村　

卓
）

三
七　

め
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。

　

彼
の
リ
ン
ゴ
栽
培
に
か
け
た
こ
れ
ほ
ど
の
情
熱
は
ど
こ
か
ら
湧
き
出
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
二
十
歳
代
前
半
に
勧
農
社
実
業
教
師
と

し
て
長
野
県
に
派
遣
さ
れ
、
遠
里
農
法
の
普
及
に
尽
力
し
た
彼
は
、
県
勧
業
政
策
の
転
換
の
な
か
で
も
県
下
各
郡
の
巡
回
教
師
と
し
て

一
〇
年
あ
ま
り
の
間
活
動
を
し
た
。
そ
の
過
程
で
お
そ
ら
く
県
下
に
お
け
る
リ
ン
ゴ
栽
培
の
技
術
的
未
熟
さ
を
見
て
取
り
、
実
業
教
師
と

し
て
の
「
魂
」
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
も
の
を
感
じ
、
そ
の
改
良
と
栽
培
普
及
に
邁
進
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

第
四
章　

恩
師　

林
遠
里
先
生

　

真
鍋
猪
之
吉
の
父
茂
三
郎
は
、
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
一
〇
月
に
筑
前
国
那
珂
郡
市
ノ
瀬
村
（
現
福
岡
県
那
珂
川
町
南
畑
字
市
ノ
瀬
）

で
父
与
吉
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
に
同
村
の
堀
江
藤
作
の
長
女
イ
ソ
を
娶
り
、
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）

一
二
月
に
分
家
を
す
る
。
そ
れ
か
ら
一
年
ほ
ど
し
た
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
一
二
月
に
、
長
男
伊
之
吉
（
猪
之
吉
）
を
も
う
け
る
こ
と
に

な
る（

72
）

。

　

市
ノ
瀬
村
は
福
岡
市
を
流
れ
る
那
珂
川
の
上
流
に
位
置
し
、「
地
形
嶮
岨
、
前
後
ニ
山
ア
リ
テ
、
運
送
ノ
便
下（

73
）

」
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、

狭
隘
な
谷
間
に
広
が
る
村
で
あ
る
。
明
治
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
前
後
に
は
、
戸
数
八
一
戸
、
人
口
三
九
三
人
の
小
村
で
、
農
を
主
要
な

生
業
と
し
、
田
一
九
町
八
反
余
り
、
畑
一
町
余
り
、
そ
れ
に
対
し
て
山
林
は
八
二
七
町
五
反
余
り
で
あ
っ
た
。
牛
四
〇
頭
、
馬
二
一
頭
を

飼
育
し
、
物
産
と
し
て
米
三
九
〇
石
、
麦
六
五
石
、
大
豆
五
斗
、
小
豆
八
斗
、
粟
三
石
、
蕎
麦
三
斗
、
里
芋
二
千
斤
、
蜜
柑
五
千
、
柿

三
万
、
栗
一
五
石
、
椎
三
斗
、
茶
四
百
斤
、
山
芋
五
百
斤
、
そ
の
他
輸
出
物
産
と
し
て
、
山
葵
、
筍
、
蕨
、
楊
梅
、
木
楮
、
蜂
蜜
、
櫨
実
、

菜
種
、
材
木
、
薪
、
竹
、
樫
炭
な
ど
が
あ
っ
た（

74
）

。

　

こ
う
い
う
村
で
生
ま
れ
た
猪
之
吉
は
農
の
経
験
を
蓄
積
し
て
い
く
が
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
五
月
に
は
、
筑
紫
郡
安
徳
村
か
ら

（
九
七
〇
）



第
五
七
巻  

第
四
号

三
八

妻
ユ
タ
カ
（
明
治
六
年
八
月
生
ま
れ
）
を
娶
る
こ
と
に
な
る
。
満
一
九
歳
の
猪
之
吉
と
満
一
六

歳
の
ユ
タ
カ
と
の
新
婚
生
活
が
市
ノ
瀬
で
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
束
の
間
、
四
年
後

の
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
年
八
月
に
は
、
勧
農
社
実
業
教
師
と
し
て
猪
之
吉
は
長
野
県

北
安
曇
郡
に
旅
立
つ
の
で
あ
る
。
猪
之
吉
が
勧
農
社
に
い
つ
の
時
期
に
入
社
し
、
遠
里
か
ら

の
薫
陶
を
ど
の
よ
う
に
受
け
た
か
を
知
る
術
は
な
い
が
、「
勧
農
社
社
員
名
簿（

75
）

」
に
は
、
入

社
年
月
日
未
詳
の
ま
ま
そ
の
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

猪
之
吉
は
父
茂
三
郎
が
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
一
一
月
に
隠
居
す
る
と
、
そ
の
家
督

を
相
続
し
真
鍋
家
の
戸
主
と
な
る
が
、こ
の
時
期
、彼
は
長
野
県
で
生
活
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
一
月
の
父
の
死
後
、
彼
の
母
イ
ソ
を
長
野
県
に
呼
び
寄
せ
た
の
で

あ
ろ
う
、
イ
ソ
は
大
正
一
四
年
（
一
九
二
五
）
七
月
に
長
野
市
大
字
上
松
で
息
を
引
き
取
っ

て
い
る
。
猪
之
吉
は
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
一
〇
月
に
同
じ
く
上
松
で
人
生
を
全
う
し
て

い
る
が
、
彼
は
生
前
一
貫
し
て
本
籍
を
福
岡
県
筑
紫
郡
南
畑
村
大
字
市
ノ
瀬
に
置
い
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う

に
、
福
岡
県
市
ノ
瀬
出
身
の
農
民
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
長
野
県
で
の
彼
の
活
動
と
生
活
を
支
え
た
一
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
勧
農
社
か
ら
派
遣
さ
れ
た
実
業
教
師
と
し
て
の
彼
は
、
終
生
そ
の
創
設
者
で
あ
っ
た
林
遠
里
を
尊
敬
し
つ
づ
け
た
。
こ
の
点
に

関
し
て
、
現
在
も
真
鍋
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
遠
里
の
「
肖
像
画
」
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
「
肖
像
画
」
は
、前
出
『
福
岡
県
史
』
の
口
絵
の
最
初
に
掲
載
し
た
遠
里
の
写
真
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
裏
書
に
は
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

　

恩
師　

林
遠
里
先
生
之
肖
像　

大
正
十
五
年
一
月　

真
鍋
猪
之
吉
識

写真３　現在の市ノ瀬の景観

（
九
六
九
）



長
野
県
に
お
け
る
勧
農
社
実
業
教
師
真
鍋
猪
之
吉
の
活
動
（
西
村　

卓
）

三
九　

　
「
肖
像
画
」
が
誰
の
筆
に
よ
る
も
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
猪
之
吉
が
遠
里
の
「
肖

像
画
」を
な
ぜ
手
に
し
た
の
か
、こ
れ
も
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、大
正
十
五
年（
一
九
二
六
）

一
月
に
猪
之
吉
は
そ
の
「
肖
像
画
」
を
手
に
し
、
そ
の
裏
書
に
、「
恩
師　

林
遠
里
先
生
」

と
書
き
と
ど
め
た
彼
の
そ
の
思
い
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

　

彼
が
若
く
し
て
遠
里
の
薫
陶
を
受
け
、
勧
農
社
実
業
教
師
と
し
て
長
野
県
に
派
遣
さ
れ
、

勧
農
社
衰
退
の
あ
と
も
長
野
県
に
残
り
、
長
野
県
農
業
の
改
良
に
尽
力
し
、「
長
野
リ
ン
ゴ

の
開
発
者
」
と
ま
で
評
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
人
生
を
顧
み
た
と
き
、
農
事
改
良
者
と
し
て
勧

農
社
「
後
」
の
彼
を
支
え
た
も
の
は
、
自
ら
生
を
享
け
、
農
事
体
験
を
積
ん
で
き
た
「
ふ
る

さ
と
」
＝
「
市
ノ
瀬
」
で
あ
り
、
他
方
、
彼
を
勧
農
社
実
業
教
師
と
し
て
長
野
県
に
派
遣
し

た
「
恩
師
林
遠
里
先
生
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

お　

わ　

り　

に

　

明
治
二
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
、
全
国
的
に
は
政
府
勧
農
政
策
の
再
転
換
（
老
農
依
存
型
か
ら
近
代
農
学
者
を
主
軸
と
し
た
試
験
場
依
存
型
、

さ
ら
に
系
統
農
会
の
開
設
と
そ
れ
を
軸
と
し
た
指
導
体
制
へ
の
再
転
換
）
の
な
か
で
、「
老
農
時
代
」
に
旺
盛
な
活
動
を
繰
り
広
げ
た
勧
農
社
を

は
じ
め
と
す
る
老
農
た
ち
へ
の
行
政
的
な
支
持
基
盤
は
揺
ら
ぎ
、
彼
ら
の
活
動
の
受
け
皿
は
狭
ま
る
一
途
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
全
国

的
規
模
で
老
農
（
実
業
教
師
）
た
ち
を
聘
用
し
よ
う
と
す
る
機
運
は
弱
ま
り
、
農
事
改
良
で
の
彼
ら
の
登
場
場
面
は
狭
ま
り
、
彼
ら
は
脇

役
と
し
て
の
悲
哀
を
甘
受
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

写真４　林遠里肖像画写真５　同裏面

（
九
六
八
）



第
五
七
巻  

第
四
号

四
〇

　

明
治
二
四
、五
年
（
一
八
九
一
、二
）
に
拡
張
さ
れ
た
勧
農
社
は
、
そ
の
事
業
収
入
の
多
く
を
、
全
国
各
地
に
派
遣
し
て
い
た
実
業
教
師

た
ち
か
ら
上
納
さ
れ
る
「
維
持
金
」
に
負
っ
て
い
た
こ
と
か
ら（

76
）

、
そ
の
聘
用
の
減
少
は
事
業
収
入
の
減
少
に
直
接
結
び
つ
き
、
さ
ら
に
、

明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
頃
に
、
勧
農
社
拡
張
の
目
玉
で
あ
っ
た
第
二
、
第
三
農
場
を
閉
鎖
し
、
そ
れ
に
よ
る
「
作
徳
米
」
収
入
も
見

込
め
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
経
営
的
行
き
詰
ま
り
を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
長
野
県
の
よ
う
な
勧
農
社
実

業
教
師
聘
用
の
後
発
県
に
お
い
て
は
、
あ
る
程
度
の
派
遣
教
師
数
は
維
持
し
て
い
た
が
、
本
稿
第
二
章
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
県
勧
業
政

策
の
転
換
の
な
か
で
、
早
晩
同
じ
方
向
を
た
ど
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

明
治
三
〇
年
（
一
八
七
九
）
前
後
に
な
る
と
、
勧
農
社
は
結
果
と
し
て
膨
大
な
借
金
を
抱
え
る
こ
と
と
な
り
、
山
部
信
を
は
じ
め
と
す

る
勧
農
社
の
幹
部
は
、
そ
の
処
理
の
た
め
に
全
国
を
奔
走
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
状
況
の
な
か
、
長
野
県
で
は
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
に

次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
た（

77
）

。

　

○
勧
農
社
義
捐
金
の
勧
誘　

鳥
居
北
佐
久
郡
長
に
は
福
岡
県
勧
農
社
林
遠
里
翁
の
為
に
、
左
の
書
面
を
町
村
長
へ
発
し
た
る
由

　

 

拝
啓
、
福
岡
県
林
遠
里
翁
は
夙
に
身
を
米
作
の
改
良
に
委
ね
、
去
十
七
年
以
来
独
力
を
以
て
勧
農
社
を
創
設
し
、
其
社
員
を
各
地
方
に

派
出
し
て
、
積
年
辛
苦
発
明
せ
し
作
法
を
伝
へ
其
功
労
少
な
か
ら
ず
、
既
に
本
県
の
如
き
其
指
導
を
受
け
余
沢
を
蒙
り
、
着
々
米
作
改

良
の
積
を
見
る
に
至
り
し
は
、
翁
に
対
し
感
謝
す
る
所
に
有
之
、
然
る
に
、
翁
は
其
家
産
を
挙
げ
て
該
社
の
事
業
に
充
て
、
且
常
に
各

地
方
の
為
に
奔
走
し
、
一
家
の
経
営
を
念
と
せ
ざ
り
し
為
め
、
負
債
を
生
じ
目
下
三
千
七
百
円
に
上
り
、
頗
る
困
難
に
陥
り
居
候
趣
、

尤
も
翁
は
是
等
の
事
を
意
と
せ
ず
、
仮
令
倒
産
す
る
も
国
家
の
為
な
れ
ば
、
敢
て
辞
せ
ざ
る
所
な
り
と
て
、
益
鋭
意
各
地
方
の
為
め
に

奔
走
尽
力
し
つ
ゝ
あ
り
と
い
ふ
、
社
員
等
之
を
座
視
す
る
に
忍
び
ず
、
生
徒
高
橋
□
事
上
京
の
際
、
同
社
理
事
山
部
信
よ
り
之
か
救
済

の
方
法
に
付
申
出
の
次
第
も
有
之
趣
、
且
京
都
、
福
岡
、
宮
城
、
山
口
、
香
川
、
静
岡
等
各
県
知
事
に
於
て
も
義
捐
金
募
集
の
協
議
も

有
之
候
に
付
て
は
、
本
県
に
於
て
も
凡
そ
百
円
を
目
的
と
し
金
円
を
拠
出
し
、
該
社
の
困
難
救
済
の
資
に
供
し
度
旨
に
て
高
崎
知
事
よ

（
九
六
七
）



長
野
県
に
お
け
る
勧
農
社
実
業
教
師
真
鍋
猪
之
吉
の
活
動
（
西
村　

卓
）

四
一　

り
被
申
越
候
間
、
本
郡
の
如
き
も
同
社
よ
り
二
名
の
教
師
を
雇
入
候
次
第
に
有
之
旁
、
其
拠
集
の
方
法
等
は
適
宜
御
考
案
の
上
、
御
部

内
有
志
者
等
に
謀
り
、
可
成
相
綴
り
候
様
御
尽
力
相
成
候
は
ゞ
、
本
懐
の
至
に
御
座
候
、
拝
具

　

本
記
事
に
よ
る
と
、
こ
の
時
点
で
勧
農
社
は
四
千
円
足
ら
ず
の
負
債
を
抱
え
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
遠
里
は
「
国
家
の
為
な
れ
ば
」

倒
産
も
辞
さ
な
い
と
い
う
気
概
で
、
ま
す
ま
す
「
各
地
方
の
為
め
に
奔
走
尽
力
」
し
て
い
る
。
そ
の
気
概
に
答
え
る
べ
く
、
勧
農
社
の
活

動
を
支
え
て
い
た
各
府
県
知
事
に
よ
る
義
捐
金
募
集
の
動
き
が
あ
り
、
長
野
県
で
も
一
〇
〇
円
を
目
途
に
義
捐
金
を
募
集
し
た
い
と
い
う

高
崎
知
事
の
申
し
越
し
に
対
し
、
北
佐
久
郡
長
か
ら
郡
下
各
町
村
長
に
義
捐
金
の
募
集
を
依
頼
し
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

一
読
す
る
と
、
勧
農
社
長
林
遠
里
の
経
営
力
の
無
さ
と
読
め
な
く
も
な
い
が
、
全
国
的
な
勧
農
政
策
転
換
の
大
き
な
流
れ
の
な
か
で
、

頑
な
に
そ
の
改
良
法
の
優
越
性
を
確
信
し
、
国
家
の
た
め
に
奔
走
尽
力
す
る
「
老
農
」
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　

彼
の
壮
大
な
「
こ
こ
ろ
ざ
し
」（
遠
里
稲
作
改
良
法
の
普
及
に
よ
る
「
国
富
」
の
増
進
）
は
、
直
接
的
に
は
達
成
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
明
治

三
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
遠
里
自
身
の
死
を
む
か
え
る
こ
と
で
頓
挫
し
て
し
ま
う
。「
老
農
時
代
」
の
終
焉
を
象
徴
す
る
よ
う
に
。

　

勧
農
社
「
後
」
の
実
業
教
師
た
ち
の
た
ど
っ
た
道
は
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
み
た
よ
う
に
、
派
遣
先
に
定
住
し
、
そ
の
地
の
農

事
改
良
の
た
め
に
貢
献
し
た
真
鍋
猪
之
吉
の
よ
う
な
来
し
方
も
、
そ
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
彼
は
「
長
野
県
リ
ン
ゴ
の
開
発
者
」
と
評
さ
れ

る
ま
で
の
貢
献
を
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、そ
の
「
魂
」
を
支
え
た
も
の
は
、若
く
し
て
農
事
体
験
を
蓄
積
し
た
地
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
」
＝

福
岡
県
市
ノ
瀬
で
あ
り
、
終
生
尊
敬
し
つ
づ
け
た
勧
農
社
の
創
設
者
＝
「
恩
師
林
遠
里
先
生
」
で
あ
っ
た
。

（
１
）　

郷
土
出
版
社  

一
九
八
九
年
七
月
。　

（
２
）　
『「
老
農
時
代
」
の
技
術
と
思
想
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房  

一
九
九
七
年
）。

（
３
）　

福
岡
県  

一
九
九
二
年
。

（
九
六
六
）



第
五
七
巻  

第
四
号

四
二

（
４
）　

 

長
野
県
に
お
け
る
林
遠
里
稲
作
改
良
法
の
導
入
に
関
し
て
は
、
拙
書
第
七
章
「
明
治
二
〇
年
代
長
野
県
に
お
け
る
林
遠
里
稲
作
改
良
法
の
導
入
」
参
照
。

（
５
）　

明
治
二
七
年
二
月
『
信
濃
殖
産
協
会
雑
誌
』
第
三
号
所
収
記
事
「
北
安
曇
郡
に
於
け
る
米
作
改
良
の
準
備
」
よ
り
引
用
。

（
６
）　

同
前
記
事
参
照
。

（
７
）　

第
一
〇
号　

明
治
二
七
年
九
月
。

（
８
）　

第
一
九
号　

明
治
二
八
年
六
月
。

（
９
）　

 

真
鍋
は
、
明
治
二
七
年
（
一
八
九
四
）
八
月
一
日
に
着
任
後
、
二
ヶ
月
ほ
ど
し
て
開
催
さ
れ
た
北
安
曇
郡
常
盤
村
で
の
農
談
会
で
演
説
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
の
様

子
を
『
信
濃
毎
日
新
聞
』（
明
治
二
七
年
九
月
二
九
日
付
記
事
）
は
、
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
　
　
　

 

○
北
安
曇
郡
常
盤
村
農
談
会　

同
会
は
一
昨
廿（
マ

四マ
）
年
四
月
創
立
以
来
漸
次
盛
会
に
赴
む
き
、
目
下
会
員
は
百
五
十
余
名
も
あ
り
て
、
毎
年
四
月
開
会
す
べ
き
筈
な
れ

ど
も
、
本
年
は
村
長
役
場
吏
員
等
の
選
挙
等
に
て
延
引
し
、
去
る
廿
五
日
午
後
三
時
よ
り
同
村
役
場
内
に
開
会
せ
り
、
郡
役
所
よ
り
は
先
頃
本
郡
米
作
改
良
教
師
と

し
て
雇
聘
せ
る
福
岡
県
勧
農
社
員
真
鍋
猪
之
吉
氏
出
張
し
、
出
席
の
会
員
は
三
十
三
名
に
し
て
、
先
づ
役
員
の
選
挙
を
行
ひ
た
る
に
、
会
長
に
清
水
平
右
衛
門
氏
、

副
会
長
に
清
水
式
次
氏
当
選
せ
り
、
次
に
真
鍋
氏
の
稲
作
改
良
に
関
す
る
熱
心
な
る
演
説
、
次
に
清
水
会
長
は
村
内
に
試
作
場
設
置
を
必
用
と
す
る
の
意
見
を
述
べ

た
る
に
、
西
山
区
青
年
会
に
於
て
該
試
験
田
設
置
致
し
た
し
と
申
出
た
り
、
又
村
内
の
小
学
校
へ
も
附
属
と
し
て
設
置
致
し
た
し
と
の
説
出
で
、
何
も
大
多
数
に
て

一
決
し
、
其
費
用
の
幾
部
分
は
近
々
村
会
を
開
い
て
補
助
す
る
こ
と
を
議
す
る
由
、
其
他
種
々
海
産
肥
料
の
結
果
、
及
害
虫
駆
除
等
稲
作
に
関
す
る
談
話
あ
り
て
、

午
後
七
時
頃
散
会
せ
り

（
10
）　

 

国
立
国
会
図
書
館
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
。
本
資
料
検
索
に
当
た
っ
て
は
神
戸
大
学
大
学
院
成
田
雅
史
氏
の
助
言
を
得
た
。

（
11
）　

 『
明
治
廿
七
年　

北
安
曇
郡
第
壱
回
勧
業
会
日
誌　

附
種
苗
交
換
会
記
事
』（
明
治
二
八
年
四
月　

長
野
県
北
安
曇
郡
役
所
）七
頁
よ
り
引
用
。
以
下
で
は『
日
誌
』と
略
す
。

（
12
）　
『
日
誌
』
七
〜
八
頁
よ
り
引
用
。

（
13
）　

 

遠
里
も
こ
の
選
種
法
で
は
、「
稲
ノ
生
長
シ
タ
ル
ト
キ
、
田
圃
ニ
就
テ
視
察
ス
ベ
シ
」（『
米
作
改
良
講
話
筆
記
』　

明
治
二
七
年
一
一
月　

和
歌
山
県
内
務
部
よ
り
引
用
。

同
『
筆
記
』
は
『
福
岡
県
史
』
近
代
史
料
編　
「
林
遠
里
・
勧
農
社
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
）
と
述
べ
、「
肉
眼
選
」
を
推
奨
し
て
い
る
。

（
14
）　
『
日
誌
』
八
〜
九
頁
よ
り
引
用
。

（
九
六
五
）



長
野
県
に
お
け
る
勧
農
社
実
業
教
師
真
鍋
猪
之
吉
の
活
動
（
西
村　

卓
）

四
三　

（
15
）　
『
日
誌
』
九
頁
よ
り
引
用
。

（
16
）　

遠
里
改
良
法
中
最
善
の
方
法
と
し
て
奨
励
さ
れ
る
畑
苗
代
に
播
種
す
る
冬
蒔
き
法
を
さ
す
。
詳
細
は
「
苗
代
法
」
の
と
こ
ろ
で
考
察
す
る
。

（
17
）　
『
日
誌
』
九
頁
よ
り
引
用
。

（
18
）　

同
前
書
、
一
九
頁
よ
り
引
用
。

（
19
）　

同
前
書
、
一
三
頁
よ
り
引
用
。

（
20
）　

同
前
書
、
一
四
頁
よ
り
引
用
。

（
21
）　

同
前
書
、
同
前
頁
よ
り
引
用
。

（
22
）　

拙
書
序
章
「『
稲
作
論
争
』
の
問
い
か
け
る
も
の―

天
性
に
従
う
か
、
天
性
を
率
い
る
か―

」
参
照
。

（
23
）　
『
日
誌
』
一
五
頁
よ
り
引
用
。

（
24
）　

 

遠
里
は
当
初
か
ら
こ
の
論
理
を
取
っ
て
い
た
わ
け
で
な
く
、『
稲
作
之
伝
書
』
に
お
い
て
は
「
稲
水
草
論
」
を
採
っ
て
お
り
、
そ
の
後
「
稲
好
水
論
」
へ
と
変
化
す
る
。

そ
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
拙
著
第
二
章
第
九
節
「
遠
里
農
法
の
完
成
」
参
照
。

（
25
）　
『
日
誌
』
一
五
頁
よ
り
引
用
。

（
26
）　

同
前
書
、
同
前
頁
よ
り
引
用
。

（
27
）　

同
前
書
、
二
〇
頁
参
照
。

（
28
）　

同
前
書
、
二
三
頁
よ
り
引
用
。

（
29
）　

同
前
書
、
二
四
頁
よ
り
引
用
。

（
30
）　

同
前
書
、
四
七
頁
よ
り
引
用
。

（
31
）　

同
前
書
、
四
九
頁
よ
り
引
用
。

（
32
）　

同
前
書
、
二
六
頁
よ
り
引
用
。

（
33
）　

同
前
書
、
三
三
頁
よ
り
引
用
。

（
九
六
四
）



第
五
七
巻  

第
四
号

四
四

（
34
）　

同
前
書
、
三
三
頁
よ
り
引
用
。

（
35
）　

同
前
書
、
三
九
頁
よ
り
引
用
。

（
36
）　

同
前
書
、
四
一
頁
よ
り
引
用
。

（
37
）　

同
前
書
、
同
前
頁
よ
り
引
用
。

（
38
）　

同
前
書
、
同
前
頁
よ
り
引
用
。

（
39
）　

同
前
書
、
同
前
頁
よ
り
引
用
。

（
40
）　

同
前
書
、
同
前
頁
よ
り
引
用
。

（
41
）　

同
前
書
、
同
前
頁
よ
り
引
用
。

（
42
）　

同
前
書
、
四
二
頁
よ
り
引
用
。

（
43
）　

同
前
書
、
五
四
頁
よ
り
引
用
。

（
44
）　

同
前
書
、
五
一
、五
三
、五
五
頁
よ
り
引
用
。

（
45
）　

同
前
書
、
五
三
頁
よ
り
引
用
。

（
46
）　

同
前
書
、
五
五
頁
よ
り
引
用
。

（
47
）　

 「
苞
虫
」
の
生
態
お
よ
び
駆
除
法
に
つ
い
て
は
、『
明
治
農
書
全
集
』
第
一
二
巻
「
病
虫
害
・
雑
草
・
農
薬
」（
農
山
漁
村
文
化
協
会　

昭
和
五
九
年
）
に
収
録
さ
れ
た
諸

文
献
お
よ
び
小
西
正
泰
氏
に
よ
る
「
解
題
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
48
）　
『
日
誌
』
五
八
、五
九
頁
参
照
。

（
49
）　

同
前
書
、
六
一
頁
よ
り
引
用
。

（
50
）　

同
前
書
、
六
二
頁
よ
り
引
用
。

（
51
）　
『
福
岡
県
史
』
近
代
史
料
編
「
林
遠
里
・
勧
農
社
」（
平
成
四
年
三
月　

福
岡
県
）
所
収
。

（
52
）　

同
前
書
、
所
収
。

（
九
六
三
）
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四
五　

（
53
）　

同
前
書
、
所
収
。

（
54
）　

同
前
書
、
所
収
。

（
55
）　

国
立
国
会
図
書
館
「
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
『
明
治
三
十
年　

北
安
曇
郡
第
一
回
農
会
日
誌
』
を
参
照
。

（
56
）　

明
治
二
九
年
二
月
二
一
日
付
記
事
よ
り
引
用
。

（
57
）　

明
治
二
九
年
二
月
九
日
付
記
事
よ
り
引
用
。

（
58
）　

明
治
二
九
年
三
月
四
日
付
記
事
よ
り
引
用
。

（
59
）　

明
治
三
〇
年
二
月
二
四
日
付
記
事
よ
り
引
用
。

（
60
）　

拙
著
第
七
章
「
明
治
二
〇
年
代
長
野
県
に
お
け
る
林
遠
里
稲
作
改
良
法
の
導
入
」
参
照
。

（
61
）　

明
治
三
一
年
三
月
二
〇
日
付
記
事
よ
り
引
用
。

（
62
）　
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
明
治
三
一
年
三
月
一
九
日
付
記
事
「
○
県
下
農
事
改
良
教
手
の
協
議
会
」
参
照
、
拙
著
二
五
九
〜
二
六
一
頁
参
照
。

（
63
）　

拙
著
二
六
〇
頁
よ
り
引
用
。

（
64
）　

 

北
佐
久
郡
で
の
米
作
改
良
教
師
制
度
の
廃
止
に
伴
い
、
同
郡
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
神
代
米
吉
は
、
明
治
三
一
年
（
一
八
九
八
）
三
月
限
り
で
解
雇
さ
れ
帰
国
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
同
じ
く
同
郡
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
榊
兵
三
は
そ
の
廃
止
と
と
も
に
郡
農
会
雇
と
な
る
（『
信
濃
毎
日
新
聞
』
明
治
三
一
年
三
月
二
七
日
付
記
事
に
よ
る
）。

（
65
）　

 

小
県
郡
に
明
治
二
九
年
（
一
八
九
六
）
四
月
に
派
遣
さ
れ
た
古
川
列
一
は
、
郡
農
会
設
立
の
中
心
人
物
と
し
て
働
き
、
同
郡
農
会
の
副
会
長
ま
で
務
め
た
の
ち
、
明
治

三
一
（
一
八
九
八
）
年
四
月
一
八
日
に
新
潟
県
農
事
試
験
場
技
手
と
し
て
同
県
に
赴
任
し
て
い
る
（『
信
濃
毎
日
新
聞
』
明
治
三
一
年
四
月
二
〇
日
付
記
事
に
よ
る
）。

ち
な
み
に
、
古
川
は
小
県
郡
で
の
活
動
の
折
、
助
教
師
と
し
て
任
用
さ
れ
て
い
た
松
山
原
造
に
牛
馬
耕
を
伝
習
し
、
の
ち
の
松
山
犂
開
発
の
き
っ
か
け
を
与
え
た
こ
と

は
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
。
松
山
犂
開
発
に
つ
い
て
は
、
岡
部
桂
史
「
創
業
期
の
松
山
犂
製
作
所
の
経
営
発
展
と
地
方
企
業
家
・
松
山
原
造
」（『
経
営
史
学
』
第
三
九

巻
第
３
号
所
収
）
参
照
。

（
66
）　

明
治
三
二
年
一
月
一
二
日
付
記
事
参
照
。

（
67
）　

拙
著
二
三
九
頁
参
照
。

（
九
六
二
）



第
五
七
巻  

第
四
号

四
六

（
68
）　
「
は
じ
め
に
」
で
引
用
し
た
「
頌
徳
碑
」
の
碑
文
に
よ
る
。

（
69
）　

同
前
書
。

（
70
）　

日
本
園
芸
会
長
野
県
支
会  

昭
和
四
年
。
四
六
頁
よ
り
引
用
。

（
71
）　

同
前
書
、
五
七
頁
〜
五
九
頁
参
照
。

（
72
）　

猪
之
吉
の
孫
真
鍋
慶
子
氏
作
成
の
系
図
お
よ
び
聞
き
取
り
に
よ
る
。

（
73
）　
『
福
岡
県
史
』
近
代
史
料
編
「
福
岡
県
地
理
全
誌
（
五
）」（
福
岡
県　

平
成
五
年
）
三
六
六
頁
よ
り
引
用
。

（
74
）　

同
前
書
、
参
照
。

（
75
）　

前
掲
『
福
岡
県
史
』
近
代
史
料
編
「
林
遠
里
・
勧
農
社
」
所
収
。

（
76
）　

拡
張
後
の
勧
農
社
の
収
支
構
成
を
示
す
「
予
算
書
」
に
関
し
て
は
、
拙
書
第
二
章
「
林
遠
里
と
勧
農
社
」
第
一
〇
節
「
勧
農
社
の
拡
張
」
参
照
。

（
77
）　

明
治
二
九
年
七
月
一
一
日
付
記
事
よ
り
引
用
。

　

な
お
本
稿
調
査
・
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
十
六
年
度
私
立
大
学
等
経
常
経
費
補
助
金
特
別
補
助
高
度
化
推
進
特
別
経
費
大
学
院
重

点
特
別
経
費
（
研
究
科
分
）
の
助
成
を
受
け
た
。

（
九
六
一
）
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Abstract

Takashi NISHIMURA, The Activity of Inokichi Manabe, an Agriculture Teacher 

at Kannousha in Nagano Prefecture

　　Inokichi Manabe, who was sent to Kita-azumigun in Nagano Prefecture 

in 1894 as a teacher at Kannousha (an agriculture reform insititute), worked 

hard at first under Enri Hayashi for the spread of instruction in improving 

the rice farming. But, around 1900 Kannousha waned and the agriculture 

reform project by the prefecture was changed. So Manabe wrestled with 

developing the apple crop in Nagano and worked hard to grow it into one of 

the leading apple producing centers in Japan. It was Manabe's respect for and 

deep attachment to Enri Hayashi who sent him to Nagano and brought him 

up there that made it posssible for him to continue his activity, in addition 

to his pride as an agriculture reformer and his experience in Fukuoka 

Prefecture, his hometown. In the latter half of the Meiji Period, the leadership 

of the agriculture reform was converted to the nation and the Government, 

and the agriculture reformers who had been actively engaged in this field 

outside the Government influence began to walk away from the agriculture 

reform movement, but there were some who remained very enthusiastic 

about the movement. Inokichi Manabe I take up in this paper was one of them.

（
九
六
〇
）
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